
久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

6月9日、ゆうホールで、町内の3幼稚園と3保育所

の合同防犯教室がおこなわれました。 

子どもたちの防犯意識を高めるため、宇治警察署

員らがアンパンマンやバイキンマンにふんした劇を

演じ、防犯や交通安全の注意点をわかりやすく説明

しました。 

防犯のポイントを学ぶ 

  文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
二

十
九
日
の
早
朝
、
麻
績
宿
の
「
は
な
や
」

を
出
立
し
た
山
田
里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、

善
光
寺
街
道
を
長
野
へ
と
向
か
っ
た
。

街
道
は
夜
が
池
（
聖
湖
）
の
西
岸
に
屹

立
す
る
難
所
の
猿
ヶ
馬
場
峠
を
越
え
る
。

す
る
と
、
眼
下
に
は
池
の
水
面
が
鏡
の

よ
う
に
輝
い
て
見
え
る
。
 

近
年
、
聖
湖
周
辺
に
は
、
ホ
テ
ル
や

別
荘
な
ど
が
で
き
て
多
く
の
人
た
ち
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
湖
の
東
南

に
あ
る
三
峰
山（
一
一
三
一
メ
ー
ト
ル
）

の
頂
上
に
は
展
望
台
が
あ
っ
て
、
日
本

ア
ル
プ
ス
や
八
ヶ
岳
な
ど
の
、
雄
大
な

眺
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

さ
て
一
行
は
、
猿
ヶ
馬
場
峠
を
越
え
、

間
宿
の
桑
原
宿
（
現
長
野
県
千
曲
市
）

を
経
て
稲
荷
山
宿
（
現
千
曲
市
）
に
至

る
。
麻
績
宿
か
ら
は
峠
が
続
く
も
の
の
、

約
三
里
（
約
一
二
キ
ロ
）
の
道
程
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
一
行
が
通
過
し
た
桑

原
は
、
雷
が
鳴
っ
た
時
、
「
桑
原
桑
原
」

と
唱
え
る
と
落
ち
な
い
、
と
い
う
伝
説

の
生
ま
れ
た
集
落
で
も
あ
る
。
 

里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、
稲
荷
山
宿
で

休
息
し
、
中
飯
を
と
っ
て
い
る
。
宿
場

は
江
戸
時
代
初
期
、
徳
川
家
康
の
六
男

松
平
忠
輝
が
治
め
た
松
代
藩
一
二
万
石

の
領
内
と
な
り
、
後
に
上
田
藩
領
に
移

さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
領
内
で
も
重
要

な
宿
駅
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
稲
荷

山
宿
は
、
中
山
道
を
経
て
運
ば
れ
て
く

る
西
国
か
ら
の
物
産
や
、
近
在
の
物
資

の
集
積
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
 

特
に
呉
服
反
物
問
屋
、
生
糸
問
屋
な

ど
織
物
に
関
す
る
商
い
が
盛
ん
で
、
そ

れ
ら
の
品
々
を
納
め
る
蔵
が
次
々
と
建

て
ら
れ
た
。
今
も
街
道
沿
い
に
は
土
蔵

造
り
の
商
家

が
残
り
、
板

壁
、
海
鼠
壁
、

白
壁
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な

意
匠
の
土
蔵

が
往
時
の
繁

栄
を
物
語
っ

て
い
る
。
 

中
飯
を
終

え
た
一
行
は
、

再
び
善
光
寺

街
道
を
進
み
、

北
国
街
道
と
合
流
す
る
篠
ノ
井
追
分
（
現

長
野
市
）
か
ら
、
丹
波
島
宿
（
現
長
野

市
）
を
経
て
、
終
着
の
善
光
寺
宿
に
着

い
た
。
里
さ
ん
た
ち
が
旅
装
を
解
い
た

の
は
、
「
ふ
じ
や
平
左
衛
門
」
方
で
あ

っ
た
。
 

善
光
寺
町
（
善
光
寺
の
門
前
町
の
総

称
）
に
は
、
参
詣
者
の
宿
所
と
し
て
寺

内
に
四
六
の
宿
坊
が
あ
り
、
善
光
寺
宿

を
兼
ね
る
大
門
町
に
は
約
三
○
軒
の
旅

籠
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
近
世
後

期
に
は
東
之
門
町
に
二
五
軒
の
木
賃
宿

が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
善
光
寺
町
の

中
心
を
な
す
大
門
町
は
旅
籠
の
多
か
っ

た
通
り
で
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
諸
国
道
中
商
人
鑑
』

に
は
、
旅
籠
屋
と
し
て
善
光
寺
仁
王
門

前
に
「
ふ
ぢ
や
」
の
名
が
み
え
る
。
 

里
さ
ん
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
善
光
寺

に
最
も
近
い
大
門
町
の
旅
籠
に
泊
ま
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
 

翌
朝
、
天
候
も
よ
く
、
一
行
は
四
ッ

半
時
（
午
前
十
一
時
）
、
善
光
寺
本
堂

に
参
詣
し
た
。
 

そ
こ
で
、
里
さ
ん
た
ち
一
行
が
参
詣

し
た
善
光
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
、
少
し

述
べ
て
み
よ
う
。
 

善
光
寺
の
本
尊
は
、『
善
光
寺
縁
起
』

に
よ
れ
ば
、
推
古
天
皇
一
○
年
（
六
○

二
）
、
信
濃
国
の
若
麻
績
東
人
（
本
田

善
光
）
が
難
波
の
堀
江
（
現
大
阪
府
）

で
得
た
一
光
三
尊
像
を
麻
績
の
里
に
持

ち
帰
っ
て
草
堂
に
安
置
し
た
の
が
始
ま

り
と
い
う
。
そ
し
て
皇
極
天
皇
の
即
位

元
年
（
六
四
二
）
、
勅
願
に
よ
り
現
在

の
地
に
移
さ
れ
、
白
雉
五
年
（
六
五
四
）

に
は
諸
堂
宇
が
整
備
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
 

善
光
寺
の
建
造
物
は
、
草
創
期
か
ら

近
世
に
か
け
て
一
一
回
の
火
災
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
つ
ど
再
建
さ
れ
、
現
在
の

諸
堂
宇
は
、
江
戸
時
代
に
修
営
さ
れ
た

も
の
が
多
い
。
宗
派
は
、
古
く
は
天
台

宗
の
三
井
寺
に
属
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
高
野
山
の
真
言
宗
、
さ
ら
に
寛
永
年

間
（
一
六
二
四
〜
四
三
）
に
は
再
び
天

台
宗
と
、
帰
属
が
替
わ
っ
た
が
、
寺
内

の
院
坊
は
、
天
台
宗
二
五
院
、
浄
土
宗

一
四
坊
に
分
か
れ
て
い
る
。
 

現
在
、
善
光
寺
は
ど
の
宗
派
に
も
属

し
て
い
な
い
が
、
天
台
宗
の
大
勧
進
と

浄
土
宗
の
大
本
願
の
僧
が
住
職
を
務
め
、

同
じ
行
事
を
そ
れ
ぞ
れ
で
営
ん
で
い
る
。

秘
仏
の
本
尊
は
、
善
光
寺
の
所
有
と
し
、

大
勧
進
・
大
本
願
双
方
が
保
管
し
て
善

光
寺
を
護
持
し
て
い
る
。
 

第49回 女たちの善光寺参り（7） 鳩字の山門額 

スポーツ少年団交流会など 
みんなの広場 

アルバイト登録の募集など 

年金制度をお知らせします 
未来のかけはし国民年金 
親子サロン・みるく�サロン 
遊びに来てね！つどいの広場 

INFORMATION

女たちの善光寺参り（7） 
ふるさとの旅日記 

6P

4P

14P

22P

2P

遠
く
と
も
一
度
は
参
れ
善
光
寺
 

　▲善光寺前立本尊 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
　
み
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
じ
り
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
っ
 

り
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
　が
　ば
ん
　ば
と
う
げ
 

     　
　
　
　
　
　
み
つ
み
ね
さ
ん
 

    　
 
 
 
 
 
く
わ
ば
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
　く
ま
　し
 

          　
　
　
　
た
だ
て
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
し
ろ
は
ん
 

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
　い
と
 

     　
　
　
　
な

ま

こ
か
べ
 

          　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
　の
　い
　お
い
わ
け
 

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
け
い
し
ゃ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
も
ん
ち
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
 

　ご
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
　ぎ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い
　こ
 

　
　
　
　
　
　
し
な
の
の
く
に
　
　
わ
か
　お
　
み
あ
ず
ま
ん
ど
 

よ
し
み
つ
　
　
　
　
な
に
　わ
　
　
　ほ
り
　え
 

　
　
　
　
　
　
い
っ
こ
う
さ
ん
ぞ
ん
ぞ
う
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
ぎ
ょ
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
ょ
く
が
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
　ち
 

　
　
　
　
し
ょ
ど
う
　う
 

     　
　
　
　
　み
　
い
　で
ら
 

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
か
ん
じ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
ほ
ん
が
ん
 

あ
い
の
し
ゅ
く
 

22この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 
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  開
催
日
時
 

・
毎
週
月
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

・
毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
 

〈
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
！
〉
 

▽
絵
本
を
楽
し
む
日
 

毎
月
2
回
、
図
書
館
の
司
書
が
読
み
聞
か
せ
や

手
遊
び
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▽
お
楽
し
み
会
 

毎
月
１
回
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
楽
器
遊
び
な

ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▽
体
育
遊
び
の
日
 

毎
月
１
回
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

な
ど
を
使
っ
て
体
を
動
か
し
ま
す
。
 

町
に
は
、
現
在
、
親
子
サ
ロ
ン
の
仲
間
が
立
ち

上
げ
た
2
つ
を
含
む
、
6
つ
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
、
各
代
表
が
定
期
的
に
集
ま
っ
て
意
見
交

換
会
を
開
い
た
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
を
発
行

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
通
信
は
、
役
場
ロ
ビ
ー
や

ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
の
公
共
機
関
で
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
 

新
た
に
子
育
て
サ

ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ

た
い
人
や
サ
ー
ク
ル

に
加
入
し
た
い
と
い

う
人
は
、
お
気
軽
に

社
会
福
祉
課
へ
ご
連

絡
・
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

町
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
や

内
容
は
、
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
や
保
健
予
防
の

コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 子
育
て
相
談
「
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
」
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
社
会
福
祉
課
）
 

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
お
聴
き
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
で
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

 乳
幼
児
相
談
（
長
寿
健
康
課
）
 

こ
と
ば
や
し
つ
け
、
栄
養
な
ど
の
相
談
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 す
こ
や
か
養
育
相
談
（
学
校
教
育
課
）
 

保
育
所
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
面
接

相
談
と
電
話
相
談
が
あ
り
ま
す
。
 

 子
育
て
相
談
（
学
校
教
育
課
）
 

幼
稚
園
で
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

 教
育
相
談
（
学
校
教
育
課
）
 

町
内
在
住
の
保
育
所
・
幼
稚
園
児
、
小
・

中
学
校
生
、
保
護
者
お
よ
び
教
育
に
関
心
の

あ
る
人
を
対
象
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 女
性
の
た
め
の
相
談
（
社
会
教
育
課
）
 

子
育
て
や
家
庭
内
暴
力
、
介
護
、
職
場
で

の
差
別
な
ど
、
ど
ん
な
悩
み
で
も
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
 

▽
お
誕
生
会
 

毎
月
１
回
、
誕
生
月
の
参
加
者
に
、
手
作
り
の

バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
 

  
開
催
日
時
 

・
毎
月
第
１
月
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

・
毎
月
第
3
金
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
生
後
約
3
か
月
か
ら
約
10 
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
。
妊
婦
の
人
も
大
歓

迎
で
す
。
 

〈
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
！
〉
 

保
健
師
に
よ
る
栄
養
や
離
乳
食
、
育
児
な
ど
に

関
す
る
相
談
や
身
体
計
測
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手

遊
び
や
触
れ
合
い
遊
び
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
 

※
両
サ
ロ
ン
と
も
、
祝
日
と
年
末
年
始
は
除
く
。
 

  
サ
ロ
ン
に
遊
び
に
こ
ら
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
の

ご
意
見
や
子
育
て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
た
、
親
子
サ
ロ
ン
通
信
「
な

か
よ
し
サ
ク
ラ
ン
ボ
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。
今
後

も
定
期
的
に
発
行
し
、
役
場
ロ
ビ
ー
や
ゆ
う
ホ
ー

ル
な
ど
の
公
共
機
関
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
活
動
 

な
か
よ
し
サ
ク
ラ
ン
ボ
創
刊
！
 

み
る
く
 
サ
ロ
ン
 

親
子
サ
ロ
ン
 

サークル名 主な活動場所 

ゆうホール  

ゆうホール  

東佐山団地集会室 

保健センター 

夢くむルーム 

公園、戸外  

ばる～んくらぶ 

ぷちwith you 

のびのび倶楽部 

FanFunキッズ 

Little Bear 

Zoo

子育てサークル一覧表 子育てサークル一覧表 

7月18日C・25日Cの親子サロンには、 
町のＡＥＴ（英語指導助手）がやってきます！ 
色々な国の人と触れ合い、異文化や生きた英語に 
触れるチャンスです。 
また、夏休みの7月21日F・8月7日B・18日Fの 
みるく　サロンには、高校生が 
子育てや小さな子どもたちとの触れ合い 
体験学習に参加します。 

担当スタッフ 

勇太くん 

凌大くん 

みるく　サロン 

祐花ちゃん 

大地くん 意見交換会 優希ちゃん 

親子サロン 

2
　　　　 

3
　　　　　　 

広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 



  開
催
日
時
 

・
毎
週
月
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

・
毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
 

〈
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
！
〉
 

▽
絵
本
を
楽
し
む
日
 

毎
月
2
回
、
図
書
館
の
司
書
が
読
み
聞
か
せ
や

手
遊
び
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▽
お
楽
し
み
会
 

毎
月
１
回
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
楽
器
遊
び
な

ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▽
体
育
遊
び
の
日
 

毎
月
１
回
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

な
ど
を
使
っ
て
体
を
動
か
し
ま
す
。
 

町
に
は
、
現
在
、
親
子
サ
ロ
ン
の
仲
間
が
立
ち

上
げ
た
2
つ
を
含
む
、
6
つ
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
、
各
代
表
が
定
期
的
に
集
ま
っ
て
意
見
交

換
会
を
開
い
た
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
を
発
行

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
通
信
は
、
役
場
ロ
ビ
ー
や

ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
の
公
共
機
関
で
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
 

新
た
に
子
育
て
サ

ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ

た
い
人
や
サ
ー
ク
ル

に
加
入
し
た
い
と
い

う
人
は
、
お
気
軽
に

社
会
福
祉
課
へ
ご
連

絡
・
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

町
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
や

内
容
は
、
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
や
保
健
予
防
の

コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 子
育
て
相
談
「
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
」
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
社
会
福
祉
課
）
 

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
お
聴
き
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
で
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

 乳
幼
児
相
談
（
長
寿
健
康
課
）
 

こ
と
ば
や
し
つ
け
、
栄
養
な
ど
の
相
談
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 す
こ
や
か
養
育
相
談
（
学
校
教
育
課
）
 

保
育
所
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
面
接

相
談
と
電
話
相
談
が
あ
り
ま
す
。
 

 子
育
て
相
談
（
学
校
教
育
課
）
 

幼
稚
園
で
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

 教
育
相
談
（
学
校
教
育
課
）
 

町
内
在
住
の
保
育
所
・
幼
稚
園
児
、
小
・

中
学
校
生
、
保
護
者
お
よ
び
教
育
に
関
心
の

あ
る
人
を
対
象
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 女
性
の
た
め
の
相
談
（
社
会
教
育
課
）
 

子
育
て
や
家
庭
内
暴
力
、
介
護
、
職
場
で

の
差
別
な
ど
、
ど
ん
な
悩
み
で
も
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
 

▽
お
誕
生
会
 

毎
月
１
回
、
誕
生
月
の
参
加
者
に
、
手
作
り
の

バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
 

  
開
催
日
時
 

・
毎
月
第
１
月
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

・
毎
月
第
3
金
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
生
後
約
3
か
月
か
ら
約
10 
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
。
妊
婦
の
人
も
大
歓

迎
で
す
。
 

〈
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
！
〉
 

保
健
師
に
よ
る
栄
養
や
離
乳
食
、
育
児
な
ど
に

関
す
る
相
談
や
身
体
計
測
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手

遊
び
や
触
れ
合
い
遊
び
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
 

※
両
サ
ロ
ン
と
も
、
祝
日
と
年
末
年
始
は
除
く
。
 

  
サ
ロ
ン
に
遊
び
に
こ
ら
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
の

ご
意
見
や
子
育
て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
た
、
親
子
サ
ロ
ン
通
信
「
な

か
よ
し
サ
ク
ラ
ン
ボ
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。
今
後

も
定
期
的
に
発
行
し
、
役
場
ロ
ビ
ー
や
ゆ
う
ホ
ー

ル
な
ど
の
公
共
機
関
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
活
動
 

な
か
よ
し
サ
ク
ラ
ン
ボ
創
刊
！
 

み
る
く
 
サ
ロ
ン
 

親
子
サ
ロ
ン
 

サークル名 主な活動場所 

ゆうホール  

ゆうホール  

東佐山団地集会室 

保健センター 

夢くむルーム 

公園、戸外  

ばる～んくらぶ 

ぷちwith you 

のびのび倶楽部 

FanFunキッズ 

Little Bear 

Zoo

子育てサークル一覧表 子育てサークル一覧表 

7月18日C・25日Cの親子サロンには、 
町のＡＥＴ（英語指導助手）がやってきます！ 
色々な国の人と触れ合い、異文化や生きた英語に 
触れるチャンスです。 
また、夏休みの7月21日F・8月7日B・18日Fの 
みるく　サロンには、高校生が 
子育てや小さな子どもたちとの触れ合い 
体験学習に参加します。 

担当スタッフ 

勇太くん 

凌大くん 

みるく　サロン 

祐花ちゃん 

大地くん 意見交換会 優希ちゃん 

親子サロン 

2
　　　　 

3
　　　　　　 

広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 



◆
老
齢
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
保
険
料
を
原
則
25
年
以
上
納
め
た
人

が
（
免
除
期
間
も
含
む
）、
65
歳
に
な
る
と
受
け
ら

れ
る
の
が
老
齢
基
礎
年
金
で
す
。
年
金
額
は
、
満

額
（
40
年
納
付
）
で
年
額
7
9
2
，
１
0
0
円
で

す
。
た
だ
し
、
加
入
期
間
や
保
険
料
の
免
除
・
未

納
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

通
常
、
年
金
を
受
け
る
の
は
65
歳
か
ら
で
す
が
、

希
望
に
よ
り
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
間
で
繰
上
げ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
齢
に

よ
っ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
額
は
生
涯
か

わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
66
歳
以
後
繰
下
げ
て
年
金

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
場
合
は
増
額
さ
れ

ま
す
。
 

◆
障
害
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
に
加
入
中
に
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
や
20
歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

が
残
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
年
金
額
は
、
１
級
9
9
0
，
１
0
0
円
、
2

級
7
9
2
，
１
0
0
円
で
す
。
 

◆
遺
族
基
礎
年
金
 

生
活
を
支
え
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の

あ
る
妻
ま
た
は
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
年
金
額
は
、
妻
と
子
ど
も
１
人
の
場
合
で

１
，
0
2
0
，
0
0
0
円
で
す
。
 

◆
寡
婦
年
金
 

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
免
除
期
間
も
含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が

死
亡
し
た
と
き
、
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

◆
死
亡
一
時
金
 

保
険
料
を
3
年
以
上
納
め
た
人
が
、
老
齢
・
障

害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
な
い
で
死
亡
し
た
と
き
、

生
計
が
同
じ
で
あ
っ
た
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

◆
特
別
障
害
給
付
金
 

平
成
17  
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
制
度
で
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
対

象
で
す
。
 

障
害
基
礎
年
金
と
 

　
　
　
老
齢
厚
生
年
金
の
併
給
が
可
能
に
 

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な
が
ら
、
働
い
て
厚
生

年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
は
、
平
成
18  
年
4
月
か

ら
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
一
緒
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
で

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
へ
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、
第

１
号
被
保
険
者
（
農
業
や
自
営
業
、
学
生
、
無
職

な
ど
の
人
）
、
第
2
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公

務
員
な
ど
の
人
）
、
第
3
号
被
保
険
者
（
第
2
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
す
。
 

▽
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
納
付
方
法
 

保
険
料
は
、
月
額
１
3
，
8
6
0
円
で
、
現
金

や
口
座
振
替
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
納
付
で
き
ま

す
。
 

現
金
で
の
納
付
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
で
、
金
融
機
関
等
で
納
付
し
ま
す
。

口
座
振
替
で
の
納
付
は
、
通
常
翌
月
末
に
振
替
と

な
り
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
当
月
末
振
替
に
す

る
と
、
１
か
月
あ
た
り
50
円
割
り
引
き
さ
れ
ま
す

（
早
割
）。
 

ま
た
、
そ
の
年
度
の
１
年
分
ま
た
は
6
か
月
分

を
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
を
ご
利
用
に
な
り
ま
す

と
、
割
引
額
が
さ
ら
に
多
く
お
得
で
す
。
金
融
機

関
か
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

納
付
方
法
は
「
社
会
保
険

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http: 
//w
w
w
.sia.go.jp/

）

」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▽
第
３
号
被
保
険
者
特
例

届
出
 

平
成
17  
年
3
月
ま
で
は

第
3
号
被
保
険
者
の
届
け

出
が
遅
れ
た
場
合
、
2
年

を
経
過
し
ま
す
と
未
納
期

間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

特
例
届
出
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
納
付
済
期

間
と
し
て
将
来
の
年
金
額

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
該
当
す
る
人

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
に

備
え
、
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
経
済
的
に
支
え
合
う
制
度
で

す
。
 

今
号
で
は
、
国
民
年
金
の
詳
し
い
内
容
と
新
し
く
設
け
ら
れ
た
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

各
制
度
の
申
請
は
、
該
当
す
る
制
度
に
必
要
な
書
類
と
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
平

成
18
年
１
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
17
年
中
の
所
得
証
明
書
を
ご
持

参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

病
気
や
失
業
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

法
定
免
除
と
申
請
免
除
の
2
種
類
が
あ
り
、
法

定
免
除
は
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
生

活
保
護
法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

が
、
申
請
免
除
は
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
該
当
し
ま
す
。
 

申
請
免
除
に
は
所
得
に
応
じ
て
「
全
額
免
除
」
、

「
一
部
免
除
※
」
が
あ
り
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
が
一
定
の
所
得
基
準
以
下
で
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

退
職
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
退
職
し
た
翌
年
度
ま

で
に
限
り
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
を
添
付
す
れ
ば
、
前
年

ま
で
所
得
が
あ
っ
て
も
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

※
平
成
18  
年
7
月
か
ら
施
行
。
従
来
の
「
半
額
免

除
」
に
加
え
、
新
た
に
「
4
分
の
3
免
除
」、

「
4
分
の
１
免
除
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
  若

年
層
の
雇
用
環
境
が
厳
し
い
こ
と
や
、
い
わ

ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、

所
得
の
低
い
若
い
世
代
の
年
金
加
入
と
保
険
料
の

納
付
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

30
歳
未
満
（
学
生
を
除
く
）
で
本
人
お
よ
び
配

偶
者
の
収
入
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
 

   学
生
で
収
入
が
な
く
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、
学
生
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
学
生
納
付

特
例
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
収
入
が
一
定
以

下
の
場
合
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
 

※
全
額
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
人
で
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
同
じ
承
認

区
分
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
な
し
で
継
続
し

て
審
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
当

初
の
申
請
の
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
継
続
審
査
を

希
望
さ
れ
た
人
に
限
り
ま
す
）。
た
だ
し
、一
部

免
除
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
、

失
業
・
被
災
を
理
由
に
承
認
さ
れ
た
人
な
ど
は

毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

☆
電
話
で
の
相
談
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金
）
 

1
0
5
7
0
（
0
5
）
１
１
6
5
、
1
0
5
7
0

（
0
7
）
１
１
6
5
（
年
金
受
給
者
用
）
 

☆
役
場
住
民
課
（
国
民
年
金
）
 

1
0
7
5
（
6
3
１
）
9
9
0
4
、
0
7
7
4
 

（
4
5
）
3
9
0
5
 

☆
宇
治
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
来
訪
相
談
の
み
）
 

宇
治
市
広
野
町
西
浦
54
の
2
　1
0
7
7
4（
4
3
）

１
5
１
１
 

             ☆
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
 

伏
見
区
竹
田
七
瀬
川
町
8
の
１
　
1
0
7
5
（
6
 

4
3
）
3
5
4
１
 

保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
 

　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
 

▲宇治年金相談センター 

J
R
奈
良
線
 

　
至
国
道
２４
号
 

旧
国
道
２４
号
 

近
鉄
京
都
線
 

自
衛
隊
 

大
久
保
駐
屯
地
 

大
久
保
駅
 

至京都 至京都 

新
田
駅
 

▲京都南社会保険事務所 

国
道
２４
号
 

（
竹
田
街
道
） 

新
油
小
路
通
 

近
鉄
京
都
線
 

近
鉄
 

地
下
鉄
 

竹
田
駅
 

至京都・北山 

至奈良 

コンビニ 

市バス 
竹田出橋 

市バス 
七瀬川町 

名神高速道路 

い
　
い
　ろ
う
　ご
 

い
　
い
　ろ
う
　ご
 

年
金
請
求
 

届
出
先
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
 

＜第1号被保険者＞ 

農業、商業等の自営業
者や自由業の人とその
家族、学生・無職等の
人（20歳以上で60歳
未満） 

納付書や口座振替、イ
ンターネット等を利用
して自分で納めます　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 

役場住民課 

20歳になったとき、会
社を退職したときなど 

第1号被保険者期間だ
けの人は、役場住民課へ 

＜第2号被保険者＞ 

厚生年金保険の被保険
者や共済組合等の組合
員（原則として65歳
未満）　　　　　　　

　 

厚生年金保険料や共済
組合掛金として、給料
から天引きされますの
で、別途自分で納める
必要はありません 

勤務先 

会社等に勤めたとき　
　 

社会保険事務所または、
各共済組合事務所へ 

＜第3号被保険者＞ 

厚生年金保険の被保険
者や共済組合等の組合
員の被扶養配偶者（20
歳以上60歳未満）　

　　 

厚生年金保険・共済組
合の制度全体で負担し
ますので、別途自分で
納める必要はありませ
ん 

配偶者の勤務先 

健康保険の扶養届と同
時に提出 

社会保険事務所へ 

※一部免除は、該当する保険料を納めないと未納期間となります。 

全　額　免　除 
　　4分の3免除 
　　半 額 免 除 
　　4分の1免除 
若年者納付猶予 
学生納付特例 
 
未　　　　　納 

一
部
免
除
 

承認期間の3分の1が年金額に反映 
　　〃　　2分の1　　　〃 
　　〃　　3分の2　　　〃 
　　〃　　6分の5　　　〃 
 
 
　年金額に反映しません 

 
 

老齢基礎年金の 
年金額の計算 

受　給　資　格 

ただし、3年  
目以降は加算 
金がつきます 

　　　　　受給資格期間に入ります 
保険料の4分の1を納めると受給資格期間に入ります 
保険料の半　 額　　　　　　〃 
保険料の4分の3　　　　　　〃 
 
　　　　　受給資格期間に入ります 

老齢基礎年金 
障害基礎年金 
遺族基礎年金 

受給資格期間に入りま 
せん 

年金を受けられない場 
合があります 

追　　納 
さかのぼって 
の保険料納付 
 

（　　　　　　　　　　　　） 

（　　　　　　　　　　　　） 
2年以内 

10年以内 

4
　　　　 

5
　　　　　　 

広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 



◆
老
齢
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
保
険
料
を
原
則
25
年
以
上
納
め
た
人

が
（
免
除
期
間
も
含
む
）、
65
歳
に
な
る
と
受
け
ら

れ
る
の
が
老
齢
基
礎
年
金
で
す
。
年
金
額
は
、
満

額
（
40
年
納
付
）
で
年
額
7
9
2
，
１
0
0
円
で

す
。
た
だ
し
、
加
入
期
間
や
保
険
料
の
免
除
・
未

納
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

通
常
、
年
金
を
受
け
る
の
は
65
歳
か
ら
で
す
が
、

希
望
に
よ
り
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
間
で
繰
上
げ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
齢
に

よ
っ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
額
は
生
涯
か

わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
66
歳
以
後
繰
下
げ
て
年
金

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
場
合
は
増
額
さ
れ

ま
す
。
 

◆
障
害
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
に
加
入
中
に
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
や
20
歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

が
残
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
年
金
額
は
、
１
級
9
9
0
，
１
0
0
円
、
2

級
7
9
2
，
１
0
0
円
で
す
。
 

◆
遺
族
基
礎
年
金
 

生
活
を
支
え
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の

あ
る
妻
ま
た
は
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
年
金
額
は
、
妻
と
子
ど
も
１
人
の
場
合
で

１
，
0
2
0
，
0
0
0
円
で
す
。
 

◆
寡
婦
年
金
 

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
免
除
期
間
も
含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が

死
亡
し
た
と
き
、
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

◆
死
亡
一
時
金
 

保
険
料
を
3
年
以
上
納
め
た
人
が
、
老
齢
・
障

害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
な
い
で
死
亡
し
た
と
き
、

生
計
が
同
じ
で
あ
っ
た
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

◆
特
別
障
害
給
付
金
 

平
成
17  
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
制
度
で
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
対

象
で
す
。
 

障
害
基
礎
年
金
と
 

　
　
　
老
齢
厚
生
年
金
の
併
給
が
可
能
に
 

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な
が
ら
、
働
い
て
厚
生

年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
は
、
平
成
18  
年
4
月
か

ら
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
一
緒
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
で

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
へ
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、
第

１
号
被
保
険
者
（
農
業
や
自
営
業
、
学
生
、
無
職

な
ど
の
人
）
、
第
2
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公

務
員
な
ど
の
人
）
、
第
3
号
被
保
険
者
（
第
2
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
す
。
 

▽
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
納
付
方
法
 

保
険
料
は
、
月
額
１
3
，
8
6
0
円
で
、
現
金

や
口
座
振
替
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
納
付
で
き
ま

す
。
 

現
金
で
の
納
付
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
で
、
金
融
機
関
等
で
納
付
し
ま
す
。

口
座
振
替
で
の
納
付
は
、
通
常
翌
月
末
に
振
替
と

な
り
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
当
月
末
振
替
に
す

る
と
、
１
か
月
あ
た
り
50
円
割
り
引
き
さ
れ
ま
す

（
早
割
）。
 

ま
た
、
そ
の
年
度
の
１
年
分
ま
た
は
6
か
月
分

を
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
を
ご
利
用
に
な
り
ま
す

と
、
割
引
額
が
さ
ら
に
多
く
お
得
で
す
。
金
融
機

関
か
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

納
付
方
法
は
「
社
会
保
険

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http: 

//w
w
w
.sia.go.jp/

）

」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▽
第
３
号
被
保
険
者
特
例

届
出
 

平
成
17  
年
3
月
ま
で
は

第
3
号
被
保
険
者
の
届
け

出
が
遅
れ
た
場
合
、
2
年

を
経
過
し
ま
す
と
未
納
期

間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

特
例
届
出
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
納
付
済
期

間
と
し
て
将
来
の
年
金
額

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
該
当
す
る
人

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
に

備
え
、
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
経
済
的
に
支
え
合
う
制
度
で

す
。
 

今
号
で
は
、
国
民
年
金
の
詳
し
い
内
容
と
新
し
く
設
け
ら
れ
た
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

各
制
度
の
申
請
は
、
該
当
す
る
制
度
に
必
要
な
書
類
と
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
平

成
18
年
１
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
17
年
中
の
所
得
証
明
書
を
ご
持

参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

病
気
や
失
業
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

法
定
免
除
と
申
請
免
除
の
2
種
類
が
あ
り
、
法

定
免
除
は
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
生

活
保
護
法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

が
、
申
請
免
除
は
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
該
当
し
ま
す
。
 

申
請
免
除
に
は
所
得
に
応
じ
て
「
全
額
免
除
」
、

「
一
部
免
除
※
」
が
あ
り
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
が
一
定
の
所
得
基
準
以
下
で
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

退
職
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
退
職
し
た
翌
年
度
ま

で
に
限
り
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
を
添
付
す
れ
ば
、
前
年

ま
で
所
得
が
あ
っ
て
も
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

※
平
成
18  
年
7
月
か
ら
施
行
。
従
来
の
「
半
額
免

除
」
に
加
え
、
新
た
に
「
4
分
の
3
免
除
」、

「
4
分
の
１
免
除
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
  若

年
層
の
雇
用
環
境
が
厳
し
い
こ
と
や
、
い
わ

ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、

所
得
の
低
い
若
い
世
代
の
年
金
加
入
と
保
険
料
の

納
付
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

30
歳
未
満
（
学
生
を
除
く
）
で
本
人
お
よ
び
配

偶
者
の
収
入
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
 

   学
生
で
収
入
が
な
く
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、
学
生
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
学
生
納
付

特
例
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
収
入
が
一
定
以

下
の
場
合
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
 

※
全
額
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
人
で
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
同
じ
承
認

区
分
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
な
し
で
継
続
し

て
審
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
当

初
の
申
請
の
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
継
続
審
査
を

希
望
さ
れ
た
人
に
限
り
ま
す
）。
た
だ
し
、一
部

免
除
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
、

失
業
・
被
災
を
理
由
に
承
認
さ
れ
た
人
な
ど
は

毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

☆
電
話
で
の
相
談
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金
）
 

1
0
5
7
0
（
0
5
）
１
１
6
5
、
1
0
5
7
0

（
0
7
）
１
１
6
5
（
年
金
受
給
者
用
）
 

☆
役
場
住
民
課
（
国
民
年
金
）
 

1
0
7
5
（
6
3
１
）
9
9
0
4
、
0
7
7
4
 

（
4
5
）
3
9
0
5
 

☆
宇
治
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
来
訪
相
談
の
み
）
 

宇
治
市
広
野
町
西
浦
54
の
2
　1
0
7
7
4（
4
3
）

１
5
１
１
 

             ☆
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
 

伏
見
区
竹
田
七
瀬
川
町
8
の
１
　
1
0
7
5
（
6
 

4
3
）
3
5
4
１
 

保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
 

　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
 

▲宇治年金相談センター 

J
R
奈
良
線
 

　
至
国
道
２４
号
 

旧
国
道
２４
号
 

近
鉄
京
都
線
 

自
衛
隊
 

大
久
保
駐
屯
地
 

大
久
保
駅
 

至京都 至京都 

新
田
駅
 

▲京都南社会保険事務所 

国
道
２４
号
 

（
竹
田
街
道
） 

新
油
小
路
通
 

近
鉄
京
都
線
 

近
鉄
 

地
下
鉄
 

竹
田
駅
 

至京都・北山 

至奈良 

コンビニ 

市バス 
竹田出橋 

市バス 
七瀬川町 

名神高速道路 

い
　
い
　ろ
う
　ご
 

い
　
い
　ろ
う
　ご
 

年
金
請
求
 

届
出
先
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
 

＜第1号被保険者＞ 

農業、商業等の自営業
者や自由業の人とその
家族、学生・無職等の
人（20歳以上で60歳
未満） 

納付書や口座振替、イ
ンターネット等を利用
して自分で納めます　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 

役場住民課 

20歳になったとき、会
社を退職したときなど 

第1号被保険者期間だ
けの人は、役場住民課へ 

＜第2号被保険者＞ 

厚生年金保険の被保険
者や共済組合等の組合
員（原則として65歳
未満）　　　　　　　
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一
部
免
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保険料の半　 額　　　　　　〃 
保険料の4分の3　　　　　　〃 
 
　　　　　受給資格期間に入ります 

老齢基礎年金 
障害基礎年金 
遺族基礎年金 

受給資格期間に入りま 
せん 

年金を受けられない場 
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6月9日、町交通指導員の実技指導などの研修会がお

こなわれました。この研修会は、子どもたちが安全に登校

できるよう、指導員の資質向上のため、毎年おこなわれて

いるもので、宇治警察署の交通巡視員を講師に招き、実際

の事故の発生状況などから、事故防止対策を学びました。 

講演に引き続きおこなわれた実技指導では、交通量の多

い佐山新開地の交差点で、スムーズな交通整理をするため

のアドバイスを熱心に聞き入っていました。 

町スポーツ少年団（樫葉芳之本部長）は、6月10日、

スポーツ少年団に加入していない子どもたちへのきっかけ

づくりとして、総合体育館で加入促進会と交流会をおこな

い、この日は約180人が参加しました。 

開会式のあと、京都府警音楽隊とカラーガード隊で演奏

や演技がおこなわれ、子どもたちに自転車での傘差し運転

の禁止などを呼びかけました。 

会場では、町スポーツ少年団の加入団体（空手道、剣道、

バドミントン、野球、サッカー）ごとに練習日時や場所な

どの活動内容を説明したり、ユニフォーム姿でプレーの実

演を披露したりして、少年団の魅力や楽しさをアピールし

ました。 

また、スポーツ少年団に加入している子どもと加入して

いない子どもが一緒になって、小学5・6年生はバスケッ

トボールや卓球・バドミントン。小学4・5年生はポート

ボール、小学1・2年生以下はバランスボールやテニスボ

ール、マット遊びなどで、にぎやかに交流しました。 

5月15日から6月14日までの受付分（敬称略） 
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長嶋　花凛ちゃん 
ながしま　　 か りん 

（平成17年9月20日生） 
みんなの愛情をいっぱい受けて元気

に育ってね。 

佐古　父　孝剛さん・母　範子さん 

6月13日、御牧小学校の2年生36人が、生活科の社会

見学の一つとして消防署を訪れました。 

これは自分たちの住むまちの体験授業として毎年おこな

われているもので、これまでには、農家のビニールハウス

の見学などもおこなわれています。 

この日は、火災の消火の方法や消防車のしくみなどを消

防職員から説明を受けたあと、引率の先生が代表して、水

消火器を使って模擬消火の訓練をおこないました。 

消火器から勢いよく飛び出た水が目標物に命中すると、

子どもたちから歓声があがっていました。 

また、消防車や救急車を、初めて間近に見る子どもたち

も多く、珍しそうに運転席をのぞき込む子や救急車のベッ

ドなどの装備を見学していました。 

見学のあと、児童から「消防署の仕事で一番大変なこと」

や「消防車はなぜ赤いのか」「はしご車のはしごは何㍍あ

るのですか」など、熱心に質問をおこない、仕事の大切さ

を実感していました。 

町と京都府の共催で「くらしのセミナー」が開かれ、参

加者は、複雑で多様化する消費生活の知識を学びました。 

このセミナーは、消費者の安全と利益を守るため毎年開

かれているもので、「クレジット・サラ金被害にあわない

ために」、「お茶の効用とおいしいお茶の淹れ方」と題した

2回の講演と施設見学会をおこないました。 

6月14日の第

1回目の講演で

は、違法なクレ

ジットやサラ金

の取り立て被害

にあわないよう

に、契約時に消

費者が十分注意

することなどを

呼びかけました。 

ゆうホール・新開地五差路 施設見学会など 

交通指導員研修会 

登校時の安全を守る 消費生活の知識を学ぶ 

くらしのセミナー 

熱心に講演を聴く参加者 交通整理の実技を習得 

総合体育館 消防署 

スポーツ少年団交流会 

楽しさをアピール 仕事の大切さを実感 

御牧小学校体験学習 

消防車を見学する子どもたち 京都府警音楽隊とカラーガード隊 
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広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

動物ふれあい教室（6月16日・佐山保育所） ヨガ教室（6月16日・総合体育館） 

麦の刈り取り（
6月13日・佐古麦

生産組合） 

古川を美しくする会の清掃活動（6月3日・古川） 
防災パトロール（5月31日・木津川右岸堤防） 
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5
月
15 
日
号
の
「
広
報
く
み
や
ま
」
に
住
民
票

等
自
動
交
付
機
を
廃
止
す
る
旨
の
記
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。
廃
止
理
由
を

明
確
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
 
（
匿
名
）
 

  印
鑑
登
録
証
明
書
と
住
民
票
写
し
の
自
動
交
付

機
は
、
役
場
庁
舎
と
総
合
体
育
館
に
各
１
台
設
置

し
て
い
ま
し
た
が
、
6
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
し

ま
し
た
。
 

そ
の
経
緯
は
、
①
現
在
の
自
動
交
付
機
は
供
用

開
始
か
ら
6
年
が
経
過
。
5
年
の
リ
ー
ス
期
間
満

了
に
よ
る
買
い
替
え
費
用
を
試
算
し
た
結
果
、
人

件
費
を
除
い
た
１
通
あ
た
り
の
発
行
経
費
が
4
，

2
0
0
円
と
な
り
、
事
務
事
業
の
見
直
し
の
対
象

と
し
た
こ
と
 
②
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
は
「
ゆ
う

ホ
ー
ル
」
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
印
鑑
登

録
証
明
書
と
住
民
票
写
し
を
発
行
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
2
点
を

受
け
て
「
町
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
」
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
年
次
計
画
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
本
年
3
月
に
策
定
し
、
廃
止
決
定
に
至
っ
て
い

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
よ
り
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に
廃
止
し
た
も
の

で
あ
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
【
住
民
課
】
 

 

  ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
も
っ
と
60
歳
以
上
の
老

人
に
普
及
す
る
よ
う
に
、
使
用
方
法
な
ど
を
習
得

で
き
る
場
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
の
講

習
を
総
合
体
育
館
以
外
で
で
き
ま
せ
ん
か
。
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）
 

  総
合
体
育
館
以
外
に
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を

備
え
た
健
康
セ
ン
タ
ー
「
い
き
い
き
ホ
ー
ル
」
が

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目

的
と
し
た
施
設
で
、
専
属
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
ひ

と
り
の
体
力
に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
た
個
人
指
導
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
 

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
積
極
的
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
た
介
護
予
防
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
以
外
で
の
事
業
実

施
を
検
討
す
る
な
ど
、
そ
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

   以
前
、
長
寿
健
康
課
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

月
１
回
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
中

止
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
復
活
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
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佐
古
・
女
性
）
 

  平
成
16  
年
度
に
基
本
健
康
診
査
の
要
指
導
者
の

生
活
習
慣
改
善
を
目
的
と
し
た
「
い
き
い
き
健
康

教
室
」
の
運
動
編
を
発
展
さ
せ
た
形
で
、
１
万
歩

を
め
ざ
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
月
１
回
お
こ
な
っ

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
平
成
17  
年
度
は
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

と
し
て
下
半
期
に
月
１
回
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
今
年
度
は
「
い
き
い
き
健
康
教
室
」

修
了
者
の
自
主
組
織
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活
動
が
軌

道
に
の
り
、
月
１
回
自
主
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
町
内
に
数
箇
所
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
住
民
の
自
主
活
動
も
ふ
え
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
長
寿
健
康
課
主
催
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
お
こ
な
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

今
後
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
側
面

か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

   荒
見
苑
の
活
動
に
指
導
者
を
広
く
募
集
し
て
、

多
く
の
人
材
を
確
保
し
、
住
民
が
向
上
で
き
る
よ

う
に
図
る
こ
と
が
大
切
で
は
。
（
野
村
・
女
性
）
 

  荒
見
苑
で
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
同
好
会
や
サ

ー
ク
ル
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
指

導
者
を
含
め
て
、
各
サ
ー
ク
ル
等
は
自
主
的
に
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
と
し
て
は
、
今
後
も
高
齢
者
の
自
主
性
を
尊

重
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
【
長
寿
健
康
課
】
 

   

町
内
で
活
動
し
て
い
る
社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
を
広
報
や
総
合
体
育
館
の
掲
示
板
で
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  町
体
育
協
会
が
年
4
回
（
5
・
8
・
11  
・
2
月
）

発
行
し
て
い
る
「
体
協
だ
よ
り
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
！
」

の
な
か
で
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

   東
角
幼
稚
園
と
清
水
自
治
会
を
結
ぶ
国
道
24
号

の
地
下
道
に
落
書
き
が
あ
り
ま
す
。
 

幼
稚
園
児
や
小
学
生
、
高
校
生
が
通
る
道
路
で

す
の
で
、
落
書
き
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。
 

他
の
地
下
道
は
、
き
れ
い
な
絵
が
書
い
て
あ
っ

た
り
し
ま
す
が
、
こ
の
地
下
道
も
同
様
に
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
（
佐
古
・
男
性
）
 

  国
が
管
理
し
て
い
る
地
下
道
で
す
の
で
、
京
都

国
道
事
務
所
と
協
議
し
、
早
急
に
対
応
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

絵
画
は
地
元
小
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得
て

お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
当
地
下
道
に
つ
き
ま

し
て
も
今
後
、
前
向
き
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
道
路
河
川
課
】
 

     エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

今
月
か
ら
、
ご
家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
等
の
植
物
性
の
食
用

油
（
廃
食
用
油
）
を
毎
月
１
回
、
第
2
水
曜
日
に

回
収
し
ま
す
。
 

回
収
し
た
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
は
、
精
製
さ

れ
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
再
生
利
用

さ
れ
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
ま
で
ご
家
庭
で
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油

の
処
理
は
、
市
販
の
凝
固
剤
で
固
め
る
か
、
新
聞

紙
等
に
浸
し
て
「
燃
や
す
ご
み
」
に
出
し
て
い
た

だ
き
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
処
理
施
設
で
焼
却

処
理
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
処
理
に
は

手
間
が
か
か
る
た
め
、
台
所
の
流
し
等
に
捨
て
ら

れ
て
、
河
川
等
が
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
は
、
本
町
で
も

こ
れ
ま
で
一
部
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
が
、
廃
食
用
油
の
有
効
処
理
に
つ
い
て
、
循
環

型
社
会
推
進
委
員
会
（
稲
村
正
樹
会
長
）
の
提
言

を
受
け
て
、
今
回
、
回
収
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

   使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
精
製
し
て
で
き
る
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、
排
気
ガ
ス
中
の
黒
煙

や
硫
黄
酸
化
物
、
二
酸
化
炭
素
の
量
が
少
な
く
、

環
境
に
や
さ
し
い
燃
料
と
し
て
、
京
都
市
の
ご
み

収
集
車
等
で
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
捨
て
ず
に
回
収
し
て
再
生
利
用
を
進
め

る
こ
と
で
、環
境
へ
の
意
識
を
高
め
、ご
み
の
減
量

化
と
河
川
の
水
質
保
全
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

   回
収
場
所
の
使
用
に
つ
い
て
協
力
が
得
ら
れ
た

自
治
会
ご
と
に
、
今
月
か
ら
毎
月
１
回
、
第
2
水

曜
日
（
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
回
収
日
）
に
回
収
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

協
力
が
得
ら
れ
た
自
治
会
に
は
、
回
覧
で
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
 

自
治
会
の
公
会
堂
等
の
一
角
に
指
定
回
収
場
所

を
設
け
、
啓
発
の
ぼ
り
と
ト
レ
ー
を
前
日
に
設
置

し
ま
す
の
で
、
回
収
日
の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
れ
て
栓
を
閉
め
て
ト
レ
ー
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

当
日
、
午
前
8
時
30
分
以
降
に
町
が
委
託
し
た
業

者
が
、
指
定
回
収
場
所
を
回
っ
て
回
収
し
ま
す
。
 

な
お
、
指
定
回
収
場
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
役
場
分
庁
舎
内
に
常
設
の
回
収
場
所

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
環
境
保
全
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
自
動
交
付
機
廃
止
の
 

明
確
な
理
由
を
 

Q
長
寿
健
康
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
 

中
止
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
 

Q
地
下
道
の
落
書
き
を
 

消
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
荒
見
苑
活
動
に
 

指
導
者
を
募
集
し
て
は
 

Q
社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
 

広
報
な
ど
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
老
人
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
 

使
用
方
法
を
習
得
で
き
る
場
を
 

A
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
 

お
こ
な
う
た
め
に
廃
止
し
ま
す
 

A
い
き
い
き
ホ
ー
ル
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

A
主
催
と
し
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
 

お
こ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
 

A
「
体
協
だ
よ
り
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
！
」
で
 

紹
介
し
て
い
ま
す
 

A
高
齢
者
の
自
主
性
を
尊
重
し
 

支
援
し
て
い
き
ま
す
 

A
早
急
に
対
応
を
図
り
ま
す
 

使用済みてんぷら油の 
　回収をご利用ください 
使用済みてんぷら油の 
　回収をご利用ください 
使用済みてんぷら油の 
　回収をご利用ください 

～毎月1回、第2水曜日に回収します～ 

出
し
方
と
回
収
方
法
は
 

3

こ
れ
ま
で
の
処
理
は
 

1
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
 

2

てんぷら油、サラダ油、 
べにばな油、大豆油、 
オリーブ油等の植物性 
の食用油 

流しに捨てる 

空きペットボ 
トルに入れて 
栓をする 

バイオディーゼル 
燃料に精製 

回収日の午前8時30分 
までに指定回収場所に出す 

地球
にやさしい

回収します 

てんぷら油が 
生まれかわる 
てんぷら油が 
生まれかわる 
てんぷら油が 
生まれかわる ！ ！ ！ 

使
用
済
み 

て
ん
ぷ
ら
油
回
収 

8
　　　　 

9
　　　　　　 

広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 



 Ｑ
 

5
月
15 
日
号
の
「
広
報
く
み
や
ま
」
に
住
民
票

等
自
動
交
付
機
を
廃
止
す
る
旨
の
記
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。
廃
止
理
由
を

明
確
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
 
（
匿
名
）
 

  印
鑑
登
録
証
明
書
と
住
民
票
写
し
の
自
動
交
付

機
は
、
役
場
庁
舎
と
総
合
体
育
館
に
各
１
台
設
置

し
て
い
ま
し
た
が
、
6
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
し

ま
し
た
。
 

そ
の
経
緯
は
、
①
現
在
の
自
動
交
付
機
は
供
用

開
始
か
ら
6
年
が
経
過
。
5
年
の
リ
ー
ス
期
間
満

了
に
よ
る
買
い
替
え
費
用
を
試
算
し
た
結
果
、
人

件
費
を
除
い
た
１
通
あ
た
り
の
発
行
経
費
が
4
，

2
0
0
円
と
な
り
、
事
務
事
業
の
見
直
し
の
対
象

と
し
た
こ
と
 
②
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
は
「
ゆ
う

ホ
ー
ル
」
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
印
鑑
登

録
証
明
書
と
住
民
票
写
し
を
発
行
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
2
点
を

受
け
て
「
町
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
」
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
年
次
計
画
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
本
年
3
月
に
策
定
し
、
廃
止
決
定
に
至
っ
て
い

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
よ
り
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に
廃
止
し
た
も
の

で
あ
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
【
住
民
課
】
 

 

  ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
も
っ
と
60
歳
以
上
の
老

人
に
普
及
す
る
よ
う
に
、
使
用
方
法
な
ど
を
習
得

で
き
る
場
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
の
講

習
を
総
合
体
育
館
以
外
で
で
き
ま
せ
ん
か
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
村
・
女
性
）
 

  総
合
体
育
館
以
外
に
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を

備
え
た
健
康
セ
ン
タ
ー
「
い
き
い
き
ホ
ー
ル
」
が

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目

的
と
し
た
施
設
で
、
専
属
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
ひ

と
り
の
体
力
に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
た
個
人
指
導
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
 

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
積
極
的
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
た
介
護
予
防
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
以
外
で
の
事
業
実

施
を
検
討
す
る
な
ど
、
そ
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

   以
前
、
長
寿
健
康
課
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

月
１
回
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
中

止
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
復
活
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
古
・
女
性
）
 

  平
成
16  
年
度
に
基
本
健
康
診
査
の
要
指
導
者
の

生
活
習
慣
改
善
を
目
的
と
し
た
「
い
き
い
き
健
康

教
室
」
の
運
動
編
を
発
展
さ
せ
た
形
で
、
１
万
歩

を
め
ざ
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
月
１
回
お
こ
な
っ

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
平
成
17  
年
度
は
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

と
し
て
下
半
期
に
月
１
回
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
今
年
度
は
「
い
き
い
き
健
康
教
室
」

修
了
者
の
自
主
組
織
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活
動
が
軌

道
に
の
り
、
月
１
回
自
主
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
町
内
に
数
箇
所
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
住
民
の
自
主
活
動
も
ふ
え
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
長
寿
健
康
課
主
催
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
お
こ
な
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

今
後
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
側
面

か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

   荒
見
苑
の
活
動
に
指
導
者
を
広
く
募
集
し
て
、

多
く
の
人
材
を
確
保
し
、
住
民
が
向
上
で
き
る
よ

う
に
図
る
こ
と
が
大
切
で
は
。
（
野
村
・
女
性
）
 

  荒
見
苑
で
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
同
好
会
や
サ

ー
ク
ル
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
指

導
者
を
含
め
て
、
各
サ
ー
ク
ル
等
は
自
主
的
に
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
と
し
て
は
、
今
後
も
高
齢
者
の
自
主
性
を
尊

重
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
【
長
寿
健
康
課
】
 

   

町
内
で
活
動
し
て
い
る
社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
を
広
報
や
総
合
体
育
館
の
掲
示
板
で
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  町
体
育
協
会
が
年
4
回
（
5
・
8
・
11  
・
2
月
）

発
行
し
て
い
る
「
体
協
だ
よ
り
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
！
」

の
な
か
で
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

   東
角
幼
稚
園
と
清
水
自
治
会
を
結
ぶ
国
道
24
号

の
地
下
道
に
落
書
き
が
あ
り
ま
す
。
 

幼
稚
園
児
や
小
学
生
、
高
校
生
が
通
る
道
路
で

す
の
で
、
落
書
き
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。
 

他
の
地
下
道
は
、
き
れ
い
な
絵
が
書
い
て
あ
っ

た
り
し
ま
す
が
、
こ
の
地
下
道
も
同
様
に
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
（
佐
古
・
男
性
）
 

  国
が
管
理
し
て
い
る
地
下
道
で
す
の
で
、
京
都

国
道
事
務
所
と
協
議
し
、
早
急
に
対
応
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

絵
画
は
地
元
小
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得
て

お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
当
地
下
道
に
つ
き
ま

し
て
も
今
後
、
前
向
き
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
道
路
河
川
課
】
 

     エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

今
月
か
ら
、
ご
家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
等
の
植
物
性
の
食
用

油
（
廃
食
用
油
）
を
毎
月
１
回
、
第
2
水
曜
日
に

回
収
し
ま
す
。
 

回
収
し
た
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
は
、
精
製
さ

れ
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
再
生
利
用

さ
れ
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
ま
で
ご
家
庭
で
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油

の
処
理
は
、
市
販
の
凝
固
剤
で
固
め
る
か
、
新
聞

紙
等
に
浸
し
て
「
燃
や
す
ご
み
」
に
出
し
て
い
た

だ
き
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
処
理
施
設
で
焼
却

処
理
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
処
理
に
は

手
間
が
か
か
る
た
め
、
台
所
の
流
し
等
に
捨
て
ら

れ
て
、
河
川
等
が
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
は
、
本
町
で
も

こ
れ
ま
で
一
部
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
が
、
廃
食
用
油
の
有
効
処
理
に
つ
い
て
、
循
環

型
社
会
推
進
委
員
会
（
稲
村
正
樹
会
長
）
の
提
言

を
受
け
て
、
今
回
、
回
収
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

   使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
精
製
し
て
で
き
る
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、
排
気
ガ
ス
中
の
黒
煙

や
硫
黄
酸
化
物
、
二
酸
化
炭
素
の
量
が
少
な
く
、

環
境
に
や
さ
し
い
燃
料
と
し
て
、
京
都
市
の
ご
み

収
集
車
等
で
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
捨
て
ず
に
回
収
し
て
再
生
利
用
を
進
め

る
こ
と
で
、環
境
へ
の
意
識
を
高
め
、ご
み
の
減
量

化
と
河
川
の
水
質
保
全
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

   回
収
場
所
の
使
用
に
つ
い
て
協
力
が
得
ら
れ
た

自
治
会
ご
と
に
、
今
月
か
ら
毎
月
１
回
、
第
2
水

曜
日
（
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
回
収
日
）
に
回
収
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

協
力
が
得
ら
れ
た
自
治
会
に
は
、
回
覧
で
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
 

自
治
会
の
公
会
堂
等
の
一
角
に
指
定
回
収
場
所

を
設
け
、
啓
発
の
ぼ
り
と
ト
レ
ー
を
前
日
に
設
置

し
ま
す
の
で
、
回
収
日
の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
れ
て
栓
を
閉
め
て
ト
レ
ー
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

当
日
、
午
前
8
時
30
分
以
降
に
町
が
委
託
し
た
業

者
が
、
指
定
回
収
場
所
を
回
っ
て
回
収
し
ま
す
。
 

な
お
、
指
定
回
収
場
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
役
場
分
庁
舎
内
に
常
設
の
回
収
場
所

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
環
境
保
全
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
自
動
交
付
機
廃
止
の
 

明
確
な
理
由
を
 

Q
長
寿
健
康
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
 

中
止
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
 

Q
地
下
道
の
落
書
き
を
 

消
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
荒
見
苑
活
動
に
 

指
導
者
を
募
集
し
て
は
 

Q
社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
 

広
報
な
ど
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
老
人
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
 

使
用
方
法
を
習
得
で
き
る
場
を
 

A
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
 

お
こ
な
う
た
め
に
廃
止
し
ま
す
 

A
い
き
い
き
ホ
ー
ル
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

A
主
催
と
し
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
 

お
こ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
 

A
「
体
協
だ
よ
り
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
！
」
で
 

紹
介
し
て
い
ま
す
 

A
高
齢
者
の
自
主
性
を
尊
重
し
 

支
援
し
て
い
き
ま
す
 

A
早
急
に
対
応
を
図
り
ま
す
 

使用済みてんぷら油の 
　回収をご利用ください 
使用済みてんぷら油の 
　回収をご利用ください 
使用済みてんぷら油の 
　回収をご利用ください 

～毎月1回、第2水曜日に回収します～ 

出
し
方
と
回
収
方
法
は
 

3

こ
れ
ま
で
の
処
理
は
 

1
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
 

2

てんぷら油、サラダ油、 
べにばな油、大豆油、 
オリーブ油等の植物性 
の食用油 

流しに捨てる 

空きペットボ 
トルに入れて 
栓をする 

バイオディーゼル 
燃料に精製 

回収日の午前8時30分 
までに指定回収場所に出す 

地球
にやさしい

回収します 

てんぷら油が 
生まれかわる 
てんぷら油が 
生まれかわる 
てんぷら油が 
生まれかわる ！ ！ ！ 

使
用
済
み 

て
ん
ぷ
ら
油
回
収 

8
　　　　 

9
　　　　　　 

広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 



「京阪淀駅」バス停の開設は古く、バス会社の文献によ
ると、昭和3年には既に存在していたと記されています。 
現在、「京阪淀駅」を発着する便は平日80便を数え、巡
回バスのジャスコ久御山店前方面をはじめ、京阪宇治駅、
ＪＲ山崎駅、京都駅、近鉄竹田駅の各方面にもルートが伸
びています。 
町内に鉄道駅のない本町にとって、巡回バス西ルートの
「京阪淀駅」への乗り入れは、通勤・通学者に喜ばれてい
るようで、平成16年4月からの乗降調査でも、常に第1位
の乗降者数となっています。 
また、現在、京都市と京阪電鉄で、淀駅付近の立体交差
化事業が進められており、淀駅を中心に京阪本線約1.5㌔
メートルを高架とする事業で、平成22年度の完成をめざ
しています。高架化により3つの踏切が撤去され、新駅は
現在の駅から約280メートル京都方面に移動し、2面4線
のホームを持つ高架駅に生まれ変わります。あわせて、京
都市では、淀地域の玄関口としてのターミナル機能を持つ
駅前広場を整備される予定です。 
問い合わせ／都市計画課 

「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリーズで紹
介しています。 
各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが

使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたいと考えてい
ます。 
今回は「京阪淀駅」バス停です。 

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
に

つ
い
て
、
今
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。 

わ
が
国
は
、
今
や
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、

が
ん
や
心
臓
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
増
え
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
生
涯
を
通
し
て
、
健
康
で
不
自
由

な
く
過
ご
す
と
い
う
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
変

わ
る
こ
と
の
な
い
誰
も
の
願
い
で
す
。
そ
の
願
い

を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
町
で
は
、
平
成
16 
年
3

月
に
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
を
計
画
策
定
し
、
長

期
的
な
活
動
や
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

計
画
で
は
、
わ
た
し
た
ち
が
日
々
気
を
つ
け
る

健
康
の
た
め
の
行
動
目
標
を
　
 

①
身
体
活
動
・
運
動
　
 

　
適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
 

②
栄
養
・
食
生
活
 

　
自
分
の
体
格
・
生
活
に
あ
っ
た
適
正
な
食
生
活

を
身
に
つ
け
る
 

③
ス
ト
レ
ス
・
休
養
 

　
心
身
の
健
康
の
た
め
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
十

分
な
休
養
を
と
る
 

④
た
ば
こ
 

　
禁
煙
・
分
煙
・
防
煙
を
実
践
す
る
 

⑤
歯
 

　
定
期
健
診
を
受
け
、
正
し
い
歯
の
手
入
れ
を
身

に
つ
け
る
 

の
5
つ
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
、
す
べ
て
の
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
健
康
を
自
分
の
も
の
に
で
き

る
よ
う
事
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

今
回
、
適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
、
心
と
体
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的

に
、
ゆ
る
体
操
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
全
8
回
の
コ
ー
ス
で
、
第
１
回
は
、
8
月

１
日
c
午
後
2
時
か
ら
4
時
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か
 

内
容
／
ゆ
る
体
操
の
指
導
者
育
成
 

講
師
／
下
瀬
仁
史
さ
ん
（
運
動
科
学
総
合
研
究
所

専
門
指
導
員
）
 

参
加
資
格
／
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
指
導
者

資
格
認
定
（
実
技
）
講
習
（
最
終
日
に
実
施
）

を
受
講
で
き
る
人
で
、
資
格
取
得
後
ゆ
る
体

操
の
指
導
者
と
し
て
実
践
で
き
る
人
 

対
象
年
齢
／
20
歳
以
上
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
　
た
だ
し
、
指
導
者
資
格
認
定（
実

技
）
講
習
は
有
料
（
受
講
料
2
，
0
0
0
円
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。
電

話
可
 

ゆる体操 

今
年
4
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

ま
し
た
。
 

今
号
か
ら
同
法
の
施
行
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
、
6
回
に

分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

  こ
れ
ま
で
は
、
身
体
障
害
と
知
的
障
害
、
精
神

障
害
と
い
っ
た
障
害
の
種
類
や
年
齢
に
よ
っ
て
利

用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
決
め
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
を

地
域
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

障
害
の
あ
る
人
が
、
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生

活
を
地
域
で
お
く
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
 

 

  利
用
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
原
則
１
割
が
自
己
負

担
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

所
得
に
あ
わ
せ
て
利
用
者
負
担
上
限
月
額
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
町
と
府
が
協
調
し
て
、
在
宅
で
生
活
さ

れ
て
い
る
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
や
収
入
の
低
い

人
に
対
し
て
、
階
層
を
細
分
化
し
、
国
よ
り
も
低

い
上
限
額
を
設
定
し
、
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
し

て
い
ま
す
。
（
3
年
間
の
暫
定
措
置
）
 

                     障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4（
5
5
） 

5
9
8
1
へ
。
 

京阪本線新淀駅周辺「完成イメージ図」 

バス停シリーズ 

「京阪淀駅」 13
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
 

　
　
変
わ
り
ま
し
た
　
①
 

平成17年度末（平成18年3月末）
の一般会計の歳入・歳出予算額は、
68億1962万円です。このうち、収入
済額は64億3631万円で予算額に対す
る収入率は94.4㌫です。 
一方、支出済額は60億7431万円、
予算額に対する支出率は89.1㌫とな
っています。 
また、町が所有している財産や各会

計の決算見込額も同時に公表しました。 
そのうち、一般会計の決算見込額は、
歳入が68億3189万円、歳出が66億
1242万円となり、歳入から歳出を差
し引いた形式収支は、2億1947万円
を見込んでいます。 

今後とも、健全な財政運営に努めて
まいります。 

平成17年度財政状況の公表 
一般会計決算見込額は 

68億3189万円（歳入） 
平成17年度の一般会計や特別会計、水道事業会計の3月
末現在における収入・支出状況と決算見込額などの財政状
況を公表しました。（金額は、いずれも1万円未満四捨五入） 

障
害
者
 

　
自
立
支
援
法
 

障
害
者
 

　
自
立
支
援
法
 

サ
ー
ビ
ス
の
一
本
化
 

利
用
者
負
担
 

京都競馬場 

土　　地　　　　　　483,450.49㎡ 

建　　物　　　　　　 56,419.56㎡ 

出資による権利　　　　11,251万円 

基　　金　　　　　　 443,494万円 

町が所有している財産 

平成17年度各会計別の決算見込額 

 

国民健康保険 

三郷山財産区 

老人保健 

公共下水道事業 

介護保険 

収益的収支 

資本的収支 

21,947 

4,012 

110 

4 

157 

3,161 

▲2,961 

▲4,475

661,242 

131,402 

842 

124,539 

109,726 

67,746 

54,852 

10,687

683,189 

135,414 

952 

124,543 

109,883 

70,907 

51,891 

6,212

特別会計 

 

 

 
水道事業会計 

歳入歳出差引額 歳出総額 歳入総額 会　　計　　名 

一　般　会　計 

（単位：万円） 

補装具費の支給 

介護給付 訓練等給付 

自立支援 
医　　療 

障害の 
ある人 

地域生活 
支援事業 

障害者自立支援法による 
新しいサービスのしくみ 

（10月から） 

（10月から） 

所得階層区分 

国 京都府・久御山町 

0円 

 

 
7,500円

 

 

12,300円 

18,600円 

37,200円 

0円 

 
15,000円

 

 

24,600円 

 

 
37,200円 

上　限　月　額 

国 京都府・久御山町 

生活保護 

市
町
村
民
税
非
課
税
 

収入が年間80万円 
（障害基礎年金2級相当）以下 

障害基礎年金1級および 
特別障害者手当のみ 

上記以外 

市町村民税所得割4万円未満 

市町村民税所得割4万円以上 

上記以外 

市町村民税課税 
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「京阪淀駅」バス停の開設は古く、バス会社の文献によ
ると、昭和3年には既に存在していたと記されています。 
現在、「京阪淀駅」を発着する便は平日80便を数え、巡
回バスのジャスコ久御山店前方面をはじめ、京阪宇治駅、
ＪＲ山崎駅、京都駅、近鉄竹田駅の各方面にもルートが伸
びています。 
町内に鉄道駅のない本町にとって、巡回バス西ルートの
「京阪淀駅」への乗り入れは、通勤・通学者に喜ばれてい
るようで、平成16年4月からの乗降調査でも、常に第1位
の乗降者数となっています。 
また、現在、京都市と京阪電鉄で、淀駅付近の立体交差
化事業が進められており、淀駅を中心に京阪本線約1.5㌔
メートルを高架とする事業で、平成22年度の完成をめざ
しています。高架化により3つの踏切が撤去され、新駅は
現在の駅から約280メートル京都方面に移動し、2面4線
のホームを持つ高架駅に生まれ変わります。あわせて、京
都市では、淀地域の玄関口としてのターミナル機能を持つ
駅前広場を整備される予定です。 
問い合わせ／都市計画課 

「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリーズで紹
介しています。 
各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが

使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたいと考えてい
ます。 
今回は「京阪淀駅」バス停です。 

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
に

つ
い
て
、
今
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。 

わ
が
国
は
、
今
や
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、

が
ん
や
心
臓
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
増
え
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
生
涯
を
通
し
て
、
健
康
で
不
自
由

な
く
過
ご
す
と
い
う
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
変

わ
る
こ
と
の
な
い
誰
も
の
願
い
で
す
。
そ
の
願
い

を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
町
で
は
、
平
成
16 
年
3

月
に
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
を
計
画
策
定
し
、
長

期
的
な
活
動
や
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

計
画
で
は
、
わ
た
し
た
ち
が
日
々
気
を
つ
け
る

健
康
の
た
め
の
行
動
目
標
を
　
 

①
身
体
活
動
・
運
動
　
 

　
適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
 

②
栄
養
・
食
生
活
 

　
自
分
の
体
格
・
生
活
に
あ
っ
た
適
正
な
食
生
活

を
身
に
つ
け
る
 

③
ス
ト
レ
ス
・
休
養
 

　
心
身
の
健
康
の
た
め
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
十

分
な
休
養
を
と
る
 

④
た
ば
こ
 

　
禁
煙
・
分
煙
・
防
煙
を
実
践
す
る
 

⑤
歯
 

　
定
期
健
診
を
受
け
、
正
し
い
歯
の
手
入
れ
を
身

に
つ
け
る
 

の
5
つ
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
、
す
べ
て
の
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
健
康
を
自
分
の
も
の
に
で
き

る
よ
う
事
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

今
回
、
適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
、
心
と
体
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的

に
、
ゆ
る
体
操
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
全
8
回
の
コ
ー
ス
で
、
第
１
回
は
、
8
月

１
日
c
午
後
2
時
か
ら
4
時
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か
 

内
容
／
ゆ
る
体
操
の
指
導
者
育
成
 

講
師
／
下
瀬
仁
史
さ
ん
（
運
動
科
学
総
合
研
究
所

専
門
指
導
員
）
 

参
加
資
格
／
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
指
導
者

資
格
認
定
（
実
技
）
講
習
（
最
終
日
に
実
施
）

を
受
講
で
き
る
人
で
、
資
格
取
得
後
ゆ
る
体

操
の
指
導
者
と
し
て
実
践
で
き
る
人
 

対
象
年
齢
／
20
歳
以
上
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
　
た
だ
し
、
指
導
者
資
格
認
定（
実

技
）
講
習
は
有
料
（
受
講
料
2
，
0
0
0
円
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。
電

話
可
 

ゆる体操 

今
年
4
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

ま
し
た
。
 

今
号
か
ら
同
法
の
施
行
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
、
6
回
に

分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

  こ
れ
ま
で
は
、
身
体
障
害
と
知
的
障
害
、
精
神

障
害
と
い
っ
た
障
害
の
種
類
や
年
齢
に
よ
っ
て
利

用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
決
め
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
を

地
域
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

障
害
の
あ
る
人
が
、
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生

活
を
地
域
で
お
く
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
 

 

  利
用
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
原
則
１
割
が
自
己
負

担
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

所
得
に
あ
わ
せ
て
利
用
者
負
担
上
限
月
額
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
町
と
府
が
協
調
し
て
、
在
宅
で
生
活
さ

れ
て
い
る
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
や
収
入
の
低
い

人
に
対
し
て
、
階
層
を
細
分
化
し
、
国
よ
り
も
低

い
上
限
額
を
設
定
し
、
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
し

て
い
ま
す
。
（
3
年
間
の
暫
定
措
置
）
 

                     障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4（
5
5
） 

5
9
8
1
へ
。
 

京阪本線新淀駅周辺「完成イメージ図」 

バス停シリーズ 

「京阪淀駅」 13
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
 

　
　
変
わ
り
ま
し
た
　
①
 

平成17年度末（平成18年3月末）
の一般会計の歳入・歳出予算額は、
68億1962万円です。このうち、収入
済額は64億3631万円で予算額に対す
る収入率は94.4㌫です。 
一方、支出済額は60億7431万円、
予算額に対する支出率は89.1㌫とな
っています。 
また、町が所有している財産や各会
計の決算見込額も同時に公表しました。 
そのうち、一般会計の決算見込額は、
歳入が68億3189万円、歳出が66億
1242万円となり、歳入から歳出を差
し引いた形式収支は、2億1947万円
を見込んでいます。 

今後とも、健全な財政運営に努めて
まいります。 

平成17年度財政状況の公表 
一般会計決算見込額は 

68億3189万円（歳入） 
平成17年度の一般会計や特別会計、水道事業会計の3月
末現在における収入・支出状況と決算見込額などの財政状
況を公表しました。（金額は、いずれも1万円未満四捨五入） 

障
害
者
 

　
自
立
支
援
法
 

障
害
者
 

　
自
立
支
援
法
 

サ
ー
ビ
ス
の
一
本
化
 

利
用
者
負
担
 

京都競馬場 

土　　地　　　　　　483,450.49㎡ 

建　　物　　　　　　 56,419.56㎡ 

出資による権利　　　　11,251万円 

基　　金　　　　　　 443,494万円 

町が所有している財産 

平成17年度各会計別の決算見込額 

 

国民健康保険 

三郷山財産区 

老人保健 

公共下水道事業 

介護保険 

収益的収支 

資本的収支 

21,947 

4,012 

110 

4 

157 

3,161 

▲2,961 

▲4,475

661,242 

131,402 

842 

124,539 

109,726 

67,746 

54,852 

10,687

683,189 

135,414 

952 

124,543 

109,883 

70,907 

51,891 

6,212

特別会計 

 

 

 
水道事業会計 

歳入歳出差引額 歳出総額 歳入総額 会　　計　　名 

一　般　会　計 

（単位：万円） 

補装具費の支給 

介護給付 訓練等給付 

自立支援 
医　　療 

障害の 
ある人 

地域生活 
支援事業 

障害者自立支援法による 
新しいサービスのしくみ 

（10月から） 

（10月から） 

所得階層区分 

国 京都府・久御山町 

0円 

 

 
7,500円

 

 

12,300円 

18,600円 

37,200円 

0円 

 
15,000円

 

 

24,600円 

 

 
37,200円 

上　限　月　額 

国 京都府・久御山町 

生活保護 

市
町
村
民
税
非
課
税
 

収入が年間80万円 
（障害基礎年金2級相当）以下 

障害基礎年金1級および 
特別障害者手当のみ 

上記以外 

市町村民税所得割4万円未満 

市町村民税所得割4万円以上 

上記以外 

市町村民税課税 
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作り方 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

夏
休
み
を
迎
え
る
今
月
は
、
自
由
研
究
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

図
書
館
で
は
、
小
・
中
学
生
の
読
書
活
動
の
推
進
お
よ
び
読
書
感

想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
目
的
と
し
て
、
課
題
図
書
の
貸

し
出
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。
毎
日
を
読
書
で
有
意
義
に
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。
 

課
題
図
書
の
ご
案
内
 

成
美
堂
出
版
発
行
 

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
不
思
議
を
、
楽
し
み
な
が
ら
解
き
明
か
す

実
験
・
観
察
・
工
作
の
テ
ー
マ
と
そ
の
研
究
方
法
を
多
数
紹
介
 

「
中
学
生
理
科
の
自
由
研
究
（
全
2
巻
）
」
 

く
も
ん
出
版
発
行
 

理
科
の
実
験
・
観
察
や
楽
し
い
工
作
を
、
小
学
校
低
・
中
学
年
お

よ
び
中
・
高
学
年
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
理
科
の
自
由
研
究
と
工
作
（
全
2
巻
）
」 

成
美
堂
出
版
発
行
 

身
の
回
り
の
も
の
を
使
っ
て
、
工
作
や
実
験
・
観
察
が
楽
し
く
で

き
る
研
究
テ
ー
マ
や
方
法
な
ど
を
、
小
学
校
低
・
中
・
高
学
年
別
に

多
数
紹
介
 

「
や
っ
て
み
よ
う
！
夏
休
み
の
自
由
研
究（
全
5
巻
）」 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
夏
休
み
の
自
由
研
究
」
 

★
あ
め
の
も
り
の
お
く
り
も
の
 

（
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
作
） 

雷
が
こ
わ
い
ク
マ
さ
ん
で
す
が
、
大

雨
の
な
か
、
ヤ
マ
ネ
く
ん
を
探
し
に
勇

気
を
出
し
て
飛
び
出
し
ま
し
た
。
 

★
刑
事
の
墓
場
 

（
首
藤
瓜
於
著
） 

挫
折
し
た
エ
リ
ー
ト
刑
事
の
転
任
先

は
、
„
刑
事
の
墓
場
“
と
噂
さ
れ
る
小

さ
な
動
坂
署
。
ど
の
よ
う
な
事
件
が
待

ち
構
え
て
い
る
の
か
。
 

★
木
も
れ
陽
の
街
で
 

（
諸
田
玲
子
著
） 

ど
ん
な
に
愛
さ
れ
て
も
、
自
分
が
愛

さ
な
く
て
は
愛
と
は
い
え
な
い
…
。
何

か
を
捨
て
な
け
れ
ば
手
に
入
ら
な
い
も

の
が
こ
の
世
に
は
あ
る
…
。
 

◇
小
学
校
低
学
年
の
部
 

「
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ
」
「
ビ
ー
ズ
の
て
ん
と
う
む
し
」
「
と

く
べ
つ
な
い
ち
に
ち
」
「
あ
か
ち
ゃ
ん
て
ね
」
 

◇
小
学
校
中
学
年
の
部
 

「
わ
た
し
た
ち
の
帽
子
」
「
ダ
ニ
エ
ル
の
ふ
し
ぎ
な
絵
」
「
ロ
ボ

マ
マ
」
「
イ
シ
ガ
メ
の
里
」
 

◇
小
学
校
高
学
年
の
部
 

「
紅
玉
」
「
う
そ
つ
き
大
ち
ゃ
ん
」
「
こ
ん
に
ち
は
、
ア
グ
ネ
ス

先
生
」
「
ラ
イ
ト
兄
弟
は
な
ぜ
飛
べ
た
の
か
」
 

◇
中
学
校
の
部
 

「
空
色
の
地
図
」
「
少
年
は
戦
場
へ
旅
立
っ
た
」
「
走
れ
！
や
す

ほ
　
に
っ
ぽ
ん
縦
断
地
雷
教
室
」
 

※
貸
し
出
し
予
約
は
、
図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
高齢者の道路横断中の事故は、渡り始めより

も、間もなく渡り終えるというときに事故が多
いという特徴があります。特に夜間は、この事
故発生の危険性が高くなります。 
雨の日の夜間は、濡れた路面に車のライトや

街灯などの光が乱反射するため、ドライバーは
道路を横断する歩行者を発見しにくくなります。
　歩行者は横断歩道を渡るか、付近に横断歩道
がないときは、自分の目でしっかり安全を確か
めて横断するという安全・確実な方法を実行す
ることが大切です。 
高齢者の歩行中の死亡事故の大半は夜間に発
生しており、夜間の歩行者事故は、昼間に比べ、
死亡事故になる率が3倍もあり、危険性が高く
なる特徴があります。 
これは、歩行中の高齢者の多くが黒っぽい服

装をしているため、ドライバーからの発見が遅
れやすく、十分減速できないままに衝突し、大
きな衝撃を受けてしまうからです。しかし、夜
間はいつも白っぽい色の服装をするということ
は現実的ではありませんので、夜間は必ず夜光
反射器材を身につけ、ドライバーからの視認性
を高めるということが非常に有効です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
問い合わせ／監理課 

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
と
は
、
金
融
機
関
や
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
の
メ
ー
ル
を
装
い
、

住
所
や
氏
名
、
銀
行
口
座
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
番
号
な
ど
を
返
信
さ
せ
た
り
、
偽
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
を
入
力
さ
せ
、

金
銭
を
だ
ま
し
取
る
行
為
を
い
い
ま
す
。
 

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
は
、
「
Ｅ
メ
ー
ル
返
信
型
」

と
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
誘
導
型
」
の
大
き
く
分
け
て

2
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
メ
ー
ル
も
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
も
本
物
に
よ
く
似
せ
て
作
ら
れ
て
お
り
、

本
物
か
偽
物
か
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
受
信

者
は
本
物
の
企
業
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
Ｅ
メ
ー
ル

と
思
い
、
個
人
情
報
を
返
信
し
た
り
、
入
力
し
た

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
以
下
の
こ
と
を
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

・
金
融
機
関
な
ど
は
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
Ｅ

メ
ー
ル
を
使
っ
て
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

・
Ｅ
メ
ー
ル
は
、
個
人
情
報
を
送
信
す
る
の
に
安

全
な
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
的
・
金
銭

的
な
情
報
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
し
な
い
こ
と
。
 

・
疑
わ
し
い
Ｅ
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
絶
対

に
開
か
な
い
こ
と
。
 

・
Ｅ
メ
ー
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ

ク
し
な
い
こ
と
。
 

・
「
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
」
「
○
○
が

当
た
り
ま
し
た
」

な
ど
と
あ
っ
て

も
、
冷
静
に
確

認
し
、
怪
し
い

Ｅ
メ
ー
ル
に
は

応
じ
な
い
こ
と
。
 

個
人
情
報
を
入
力
し
て
し
ま
っ
た
ら
 

・
名
前
を
使
わ
れ
た
本
物
の
事
業
者
に
連
絡
す
る
。
 

　
金
融
機
関
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
利
用
停
止
手
続

き
を
お
こ
な
う
。
 

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細
や
銀
行
口
座

通
帳
な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
 

　
　
身
に
覚
え
の
な
い
振
り
込
み
や
引
き
落
と
し

な
ど
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
カ
ー
ド
会
社
や
銀
行

に
連
絡
し
て
、
内
容
を
確
認
す
る
。
 

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。
 

・
金
銭
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
な
ど
被
害
に
あ

え
ば
、
警
察
に
届
け
出
る
。
 

 ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町
産

業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
消
費
生
活
週
末
（
土
・
日
）
電
話
相
談
 

日
時
／
土
曜
・
日
曜
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
 

　
　
1
0
7
5
（
2
5
7
）
9
0
0
2

■ドライバーから見て容易に視認できる距離の違い 
A…黒っぽい服装の歩行者…………… 25mくらい 
B…夜光反射器材をつけた歩行者……130mくらい 

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

3
日
b
・
10
日
b
・
18
日
c
・
24
日
b

31
日
b
・
8
月
1
日
c

 
 
①　ボールに水を入れて、ゼラチンを
ふり入れ15分ほどふやかします。 
②　鍋に熱湯を入れ、砂糖を煮溶かし、
火を止めて、①を加え、溶かします。 

③　②を鍋ごと水につけて混ぜながら
冷まして、梅ジュースを加え、とろ
みがつくまで混ぜながら冷やします。 

④　③にゆかりを散らし、全体をよく

混ぜます。 
⑤　梅の実は種を取り、水でぬらした
型に入れ、その上に④を流し入れ、
冷やして固めます。 
⑥　器に大葉を敷き、型から出した⑤
を乗せて出来上がりです。 
※ゼラチンは煮立てると、臭みが出て、
固まらなくなります。 
※とろみがついてから梅の実を入れる
と実が沈みません。 

粉ゼラチン 
水 
梅ジュース 
砂糖 

････････････････15グラム 
･･･････････････････････････ 50㏄ 

･･････････････････ 300㏄ 
･･････････････････････40グラム 

熱湯 
ゆかり 
梅の実（梅シロップ漬け） 
大葉 

････････････････････････ 50㏄ 
････････････････････････少々 

･･･････ 4個 
･･････････････････････････ 4枚 

74㌔カロリー／1人分 

梅ゼリー 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

■材料（4人分） 

90

河
川
や
造
成
地
の
草
の
少
な
い
砂
泥
地
や

砂
礫
地
で
観
察
で
き
る
夏
鳥
で
、
巨
椋
池
干

拓
田
で
は
、
休
耕
田
や
農
道
な
ど
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

大
き
さ
は
16 
㌢
ぐ
ら
い
で
、
ス
ズ
メ
よ
り

少
し
大
き
く
、
雌
雄
同
色
で
す
。
夏
羽
は
額

が
白
く
、
前
頭
が
黒
色
で
す
。
頭
頂
は
暗
灰

色
で
、
前
頭
の
黒
色
と
の
間
に
白
線
が
あ
り

ま
す
。
太
い
過
眼
線
は
、
雄
は
黒
く
、
雌
は

褐
色
で
す
。
雌
雄
と
も
眼
の
周
り
に
あ
る
は
っ

き
り
し
た
黄
色
の
リ
ン
グ
が
特
徴
で
す
。
 

ユ
ス
リ
カ
類
な
ど
の
小
型
昆
虫
類
を
よ
く

食
べ
ま
す
。
急
速
に
走
っ
て
は
急
停
止
し
た

り
、
方
向
を
定
め
ず
左
右
に
忙
し
そ
う
に
動

き
回
っ
て
採
食
し
ま
す
。
浅
い
水
辺
で
片
足

を
震
わ
せ
て
水
生
昆
虫
の
幼
虫
な
ど
を
追
い

出
し
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
地
表
面
近
く
に
い
る
小
動
物
だ
け
を
食

べ
ま
す
。
 

ふ
だ
ん
は
「
ピ
ィ
」
「
ピ
ィ
ビ
ョ
」
と
鳴

き
、
繁
殖
期
に
は
営
巣
地
の
上
空
で
「
ピ
ビ
ョ

ウ
・
ピ
ビ
ョ
ウ
・
ピ
ビ
ョ
ウ
」
「
ピ
ョ
・
ピ
ョ
・

ピ
ョ
」
と
繰
り
返
し
鳴
き
ま
す
。
 

防ごう高齢者交通事故 
Ｖol.4

夜間横断中の事故を防止しょう 

コ
チ
ド
リ 

（
チ
ド
リ
目
チ
ド
リ
科
） 

94

フィッシング詐欺 
～偽メールから 
　始まるフィッシング～ 

37

さ
れ
き
 

13
広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 
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作り方 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

夏
休
み
を
迎
え
る
今
月
は
、
自
由
研
究
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

図
書
館
で
は
、
小
・
中
学
生
の
読
書
活
動
の
推
進
お
よ
び
読
書
感

想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
目
的
と
し
て
、
課
題
図
書
の
貸

し
出
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。
毎
日
を
読
書
で
有
意
義
に
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。
 

課
題
図
書
の
ご
案
内
 

成
美
堂
出
版
発
行
 

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
不
思
議
を
、
楽
し
み
な
が
ら
解
き
明
か
す

実
験
・
観
察
・
工
作
の
テ
ー
マ
と
そ
の
研
究
方
法
を
多
数
紹
介
 

「
中
学
生
理
科
の
自
由
研
究
（
全
2
巻
）
」
 

く
も
ん
出
版
発
行
 

理
科
の
実
験
・
観
察
や
楽
し
い
工
作
を
、
小
学
校
低
・
中
学
年
お

よ
び
中
・
高
学
年
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
理
科
の
自
由
研
究
と
工
作
（
全
2
巻
）
」 

成
美
堂
出
版
発
行
 

身
の
回
り
の
も
の
を
使
っ
て
、
工
作
や
実
験
・
観
察
が
楽
し
く
で

き
る
研
究
テ
ー
マ
や
方
法
な
ど
を
、
小
学
校
低
・
中
・
高
学
年
別
に

多
数
紹
介
 

「
や
っ
て
み
よ
う
！
夏
休
み
の
自
由
研
究（
全
5
巻
）」 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
夏
休
み
の
自
由
研
究
」
 

★
あ
め
の
も
り
の
お
く
り
も
の
 

（
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
作
） 

雷
が
こ
わ
い
ク
マ
さ
ん
で
す
が
、
大

雨
の
な
か
、
ヤ
マ
ネ
く
ん
を
探
し
に
勇

気
を
出
し
て
飛
び
出
し
ま
し
た
。
 

★
刑
事
の
墓
場
 

（
首
藤
瓜
於
著
） 

挫
折
し
た
エ
リ
ー
ト
刑
事
の
転
任
先

は
、
„
刑
事
の
墓
場
“
と
噂
さ
れ
る
小

さ
な
動
坂
署
。
ど
の
よ
う
な
事
件
が
待

ち
構
え
て
い
る
の
か
。
 

★
木
も
れ
陽
の
街
で
 

（
諸
田
玲
子
著
） 

ど
ん
な
に
愛
さ
れ
て
も
、
自
分
が
愛

さ
な
く
て
は
愛
と
は
い
え
な
い
…
。
何

か
を
捨
て
な
け
れ
ば
手
に
入
ら
な
い
も

の
が
こ
の
世
に
は
あ
る
…
。
 

◇
小
学
校
低
学
年
の
部
 

「
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ
」
「
ビ
ー
ズ
の
て
ん
と
う
む
し
」
「
と

く
べ
つ
な
い
ち
に
ち
」
「
あ
か
ち
ゃ
ん
て
ね
」
 

◇
小
学
校
中
学
年
の
部
 

「
わ
た
し
た
ち
の
帽
子
」
「
ダ
ニ
エ
ル
の
ふ
し
ぎ
な
絵
」
「
ロ
ボ

マ
マ
」
「
イ
シ
ガ
メ
の
里
」
 

◇
小
学
校
高
学
年
の
部
 

「
紅
玉
」
「
う
そ
つ
き
大
ち
ゃ
ん
」
「
こ
ん
に
ち
は
、
ア
グ
ネ
ス

先
生
」
「
ラ
イ
ト
兄
弟
は
な
ぜ
飛
べ
た
の
か
」
 

◇
中
学
校
の
部
 

「
空
色
の
地
図
」
「
少
年
は
戦
場
へ
旅
立
っ
た
」
「
走
れ
！
や
す

ほ
　
に
っ
ぽ
ん
縦
断
地
雷
教
室
」
 

※
貸
し
出
し
予
約
は
、
図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
高齢者の道路横断中の事故は、渡り始めより
も、間もなく渡り終えるというときに事故が多
いという特徴があります。特に夜間は、この事
故発生の危険性が高くなります。 
雨の日の夜間は、濡れた路面に車のライトや
街灯などの光が乱反射するため、ドライバーは
道路を横断する歩行者を発見しにくくなります。
　歩行者は横断歩道を渡るか、付近に横断歩道
がないときは、自分の目でしっかり安全を確か
めて横断するという安全・確実な方法を実行す
ることが大切です。 
高齢者の歩行中の死亡事故の大半は夜間に発
生しており、夜間の歩行者事故は、昼間に比べ、
死亡事故になる率が3倍もあり、危険性が高く
なる特徴があります。 
これは、歩行中の高齢者の多くが黒っぽい服

装をしているため、ドライバーからの発見が遅
れやすく、十分減速できないままに衝突し、大
きな衝撃を受けてしまうからです。しかし、夜
間はいつも白っぽい色の服装をするということ
は現実的ではありませんので、夜間は必ず夜光
反射器材を身につけ、ドライバーからの視認性
を高めるということが非常に有効です。 
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フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
と
は
、
金
融
機
関
や
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
の
メ
ー
ル
を
装
い
、

住
所
や
氏
名
、
銀
行
口
座
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
番
号
な
ど
を
返
信
さ
せ
た
り
、
偽
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
を
入
力
さ
せ
、

金
銭
を
だ
ま
し
取
る
行
為
を
い
い
ま
す
。
 

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
は
、
「
Ｅ
メ
ー
ル
返
信
型
」

と
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
誘
導
型
」
の
大
き
く
分
け
て

2
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
メ
ー
ル
も
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
も
本
物
に
よ
く
似
せ
て
作
ら
れ
て
お
り
、

本
物
か
偽
物
か
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
受
信

者
は
本
物
の
企
業
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
Ｅ
メ
ー
ル

と
思
い
、
個
人
情
報
を
返
信
し
た
り
、
入
力
し
た

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
以
下
の
こ
と
を
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

・
金
融
機
関
な
ど
は
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
Ｅ

メ
ー
ル
を
使
っ
て
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

・
Ｅ
メ
ー
ル
は
、
個
人
情
報
を
送
信
す
る
の
に
安

全
な
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
的
・
金
銭

的
な
情
報
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
し
な
い
こ
と
。
 

・
疑
わ
し
い
Ｅ
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
絶
対

に
開
か
な
い
こ
と
。
 

・
Ｅ
メ
ー
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ

ク
し
な
い
こ
と
。
 

・
「
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
」
「
○
○
が

当
た
り
ま
し
た
」

な
ど
と
あ
っ
て

も
、
冷
静
に
確

認
し
、
怪
し
い

Ｅ
メ
ー
ル
に
は

応
じ
な
い
こ
と
。
 

個
人
情
報
を
入
力
し
て
し
ま
っ
た
ら
 

・
名
前
を
使
わ
れ
た
本
物
の
事
業
者
に
連
絡
す
る
。
 

　
金
融
機
関
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
利
用
停
止
手
続

き
を
お
こ
な
う
。
 

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細
や
銀
行
口
座

通
帳
な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
 

　
　
身
に
覚
え
の
な
い
振
り
込
み
や
引
き
落
と
し

な
ど
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
カ
ー
ド
会
社
や
銀
行

に
連
絡
し
て
、
内
容
を
確
認
す
る
。
 

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。
 

・
金
銭
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
な
ど
被
害
に
あ

え
ば
、
警
察
に
届
け
出
る
。
 

 ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町
産

業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
消
費
生
活
週
末
（
土
・
日
）
電
話
相
談
 

日
時
／
土
曜
・
日
曜
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
 

　
　
1
0
7
5
（
2
5
7
）
9
0
0
2

■ドライバーから見て容易に視認できる距離の違い 
A…黒っぽい服装の歩行者…………… 25mくらい 
B…夜光反射器材をつけた歩行者……130mくらい 

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

3
日
b
・
10
日
b
・
18
日
c
・
24
日
b

31
日
b
・
8
月
1
日
c

 
 
①　ボールに水を入れて、ゼラチンを
ふり入れ15分ほどふやかします。 

②　鍋に熱湯を入れ、砂糖を煮溶かし、
火を止めて、①を加え、溶かします。 

③　②を鍋ごと水につけて混ぜながら
冷まして、梅ジュースを加え、とろ
みがつくまで混ぜながら冷やします。 

④　③にゆかりを散らし、全体をよく

混ぜます。 
⑤　梅の実は種を取り、水でぬらした
型に入れ、その上に④を流し入れ、
冷やして固めます。 
⑥　器に大葉を敷き、型から出した⑤
を乗せて出来上がりです。 
※ゼラチンは煮立てると、臭みが出て、
固まらなくなります。 
※とろみがついてから梅の実を入れる
と実が沈みません。 

粉ゼラチン 
水 
梅ジュース 
砂糖 

････････････････15グラム 
･･･････････････････････････ 50㏄ 

･･････････････････ 300㏄ 
･･････････････････････40グラム 

熱湯 
ゆかり 
梅の実（梅シロップ漬け） 
大葉 

････････････････････････ 50㏄ 
････････････････････････少々 

･･･････ 4個 
･･････････････････････････ 4枚 

74㌔カロリー／1人分 

梅ゼリー 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

■材料（4人分） 

90

河
川
や
造
成
地
の
草
の
少
な
い
砂
泥
地
や

砂
礫
地
で
観
察
で
き
る
夏
鳥
で
、
巨
椋
池
干

拓
田
で
は
、
休
耕
田
や
農
道
な
ど
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

大
き
さ
は
16 
㌢
ぐ
ら
い
で
、
ス
ズ
メ
よ
り

少
し
大
き
く
、
雌
雄
同
色
で
す
。
夏
羽
は
額

が
白
く
、
前
頭
が
黒
色
で
す
。
頭
頂
は
暗
灰

色
で
、
前
頭
の
黒
色
と
の
間
に
白
線
が
あ
り

ま
す
。
太
い
過
眼
線
は
、
雄
は
黒
く
、
雌
は

褐
色
で
す
。
雌
雄
と
も
眼
の
周
り
に
あ
る
は
っ

き
り
し
た
黄
色
の
リ
ン
グ
が
特
徴
で
す
。
 

ユ
ス
リ
カ
類
な
ど
の
小
型
昆
虫
類
を
よ
く

食
べ
ま
す
。
急
速
に
走
っ
て
は
急
停
止
し
た

り
、
方
向
を
定
め
ず
左
右
に
忙
し
そ
う
に
動

き
回
っ
て
採
食
し
ま
す
。
浅
い
水
辺
で
片
足

を
震
わ
せ
て
水
生
昆
虫
の
幼
虫
な
ど
を
追
い

出
し
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
地
表
面
近
く
に
い
る
小
動
物
だ
け
を
食

べ
ま
す
。
 

ふ
だ
ん
は
「
ピ
ィ
」
「
ピ
ィ
ビ
ョ
」
と
鳴

き
、
繁
殖
期
に
は
営
巣
地
の
上
空
で
「
ピ
ビ
ョ

ウ
・
ピ
ビ
ョ
ウ
・
ピ
ビ
ョ
ウ
」
「
ピ
ョ
・
ピ
ョ
・

ピ
ョ
」
と
繰
り
返
し
鳴
き
ま
す
。
 

防ごう高齢者交通事故 
Ｖol.4

夜間横断中の事故を防止しょう 

コ
チ
ド
リ 

（
チ
ド
リ
目
チ
ド
リ
科
） 

94

フィッシング詐欺 
～偽メールから 
　始まるフィッシング～ 

37

さ
れ
き
 

13
広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 

12
　　　　 



      
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
登
録
会
員
が

臨
時
的
・
突
発
的
に
託
児
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る
活
動
（
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
で
す
。
 

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
や
内
容
を
知
り
た
い
人

の
た
め
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
9
日
a
　
午
前
10 
時
30
分
か
ら
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
 

対
象
／
生
後
3
か
月
〜
10 
歳
児
の
保
護
者
で
、
育

児
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
（
お
ね
が

い
会
員
）
、
お
よ
び
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）
 

※
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
5
月
に
受
給
者
の
人
に
送
付
し
ま
し
た
児
童
手

当
現
況
届
を
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
が
あ
っ
て
も
現

況
届
の
提
出
が
な
い
と
児
童
手
当
が
受
給
で
き
ま

せ
ん
。
 

ま
た
、
4
月
に
児
童
手
当
制
度
が
拡
大
さ
れ
、

小
学
校
6
年
生
の
児
童
ま
で
支
給
対
象
に
な
り
ま

し
た
。
所
得
限
度
額
も
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
で
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
7
日
f
・
21
日
f
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
豊
富
な
経
験
や
知
識
等

を
生
か
し
て
、
自
ら
の
生
き
が
い
を
高
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ

活
動
に
対
し
、
事
業
の
拡
大
等
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
 

対
象
／
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
の
う
ち
半

数
以
上
が
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
構
成
さ
れ

る
グ
ル
ー
プ
 

補
助
金
額
／
活
動
に
必
要
な
経
費
（
人
件
費
お
よ

び
食
糧
費
を
除
く
）
 

補
助
限
度
額
／
１
0
0
万
円
 

必
要
な
書
類
／
申
請
書
、
所
要
額
調
書
、
事
業
計

画
書
な
ど
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
7
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
定
年
退
職
後
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
地
域
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
豊
富
な
経
験
や
知

識
等
を
生
か
し
て
持
続
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い

く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
わ
れ
る
仕

事
お
こ
し
を
支
援
し
ま
す
。
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
府
、
町
お
よ
び
関
係
団
体
が
事

業
化
の
企
画
立
案
や
事
業
実
施
を
継
続
的
に
支
援

し
ま
す
。
 

支
援
期
間
／
１
年
間
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
7
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
麻

し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
次
表
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
 

  
           

詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

  
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な

い
社
会
を
築
こ
う
と
、
毎
年
7
月
を
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
募
集
標
語

の
特
選
、
入
選
作
品
の
表
彰
と
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
 

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
20
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

講
演
／
演
題
「
津
軽
三
味
線
に
魅
せ
ら
れ
て
」
　

講
師
　
津
軽
三
味
線
演
奏
者
　
近
藤
桂
子
さ

ん
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

  
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
夏
の
風
の
弱
い
日
に
発

生
し
や
す
く
、
目
や
の
ど
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。
注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
役

場
に
吹
き
流
し
を
掲
出
す
る
な
ど
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
屋
外
で
の
過
激
な
運
動
を
控
え
る

な
ど
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

万
が
一
、
目
や
の
ど
に
刺
激
や
違
和
感
を
感
じ

た
ら
、
洗
眼
や
う
が
い
を
す
る
と
と
も
に
、
山
城

北
保
健
所
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
9
１
3
ま
た

は
環
境
保
全
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
公
共
下
水
道
の
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で
下

水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

            問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

 

 

  
町
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
の
登
録

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

職
種
／
一
般
事
務
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
保

健
師
、
看
護
師
、
図
書
館
司
書
、
調
理
員
な

ど
 

勤
務
地
／
役
場
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
図
書
館
な

ど
 

対
象
／
18 
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）
 

賃
金
／
日
額
5
，
7
0
0
円
（
一
般
事
務
の
場
合
）
、

交
通
費
（
規
定
に
よ
り
支
給
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
付
の
う
え
、
希
望
の
職
種
を
記
入
し

総
務
課
へ
。
 

※
勤
務
時
間
・
賃
金
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
 

   
町
で
は
、
異
世
代
交
流
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

高
校
生
と„
み
る
く
　
サ
ロ
ン
“に
参
加
さ
れ
て
い

る
生
後
3
か
月
か
ら
10
か
月
ぐ
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
や
妊
婦
さ
ん
の
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

交
流
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
高
校
生
を
募

集
し
ま
す
。
実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
り
、

身
体
計
測
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
7
月
21
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
・

8
月
7
日
b
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
・
18 

日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
夢
く
む
ル
ー
ム
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
13 
日
e
ま
で
に

社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

  
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」
で

は
、
夏
休
み
に
小
学
生
と
保
護
者
が
一
緒
に
料
理

を
作
る
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
28
日
f
　
午
前
10 
時
か
ら
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小

学
4
年
生
以
上
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
）
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
0
0
円
 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
21
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、

水
中
運
動
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

実
施
期
間
／
9
月
上
旬
か
ら
平
成
19 
年
3
月
上
旬

の
週
１
回
 
Ａ
コ
ー
ス
：
火
曜
日
　
Ｂ
コ
ー

ス
：
木
曜
日
 
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
〜

10 
時
30
分
 

場
所
／
城
陽
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
城
陽
市
平

川
茶
屋
裏
　
近
鉄
久
津
川
駅
徒
歩
約
10 
分
）
 

対
象
／
50
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
 

定
員
／
１
0
0
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

費
用
／
無
料
（
交
通
費
は
自
己
負
担
）
 

申
し
込
み
／
7
月
14 
日
f
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
国
保
医
療
課
窓
口
と
ゆ
う
ホ
ー
ル
に

備
え
付
け
の
専
用
は
が
き
で
国
保
連
合
会
へ
。

電
話
不
可
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

  
児
童
・
生
徒
が
見
学
や
体
験
学
習
を
通
し
て
町

の
歴
史
や
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
久
御
山
町
の
良

さ
を
再
発
見
す
る
た
め
、
ジ
ュ
ニ
ア
ふ
る
さ
と
教

室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
年
間
3
回
（
夏
休
み
中
の
7
月
下
旬
・
8

月
上
旬
・
下
旬
）
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
 

内
容
／
①
町
内
の
施
設
・
お
寺
・
神
社
等
の
見
学

②
町
内
の
会
社
・
工
場
等
の
見
学
　
③
宇
治

市
歴
史
資
料
館
・
宇
治
市
植
物
公
園
の
見
学
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
無
料
（
資
料
館
・
公
園
の
入
場
料
等
は
自

己
負
担
）
 

申
し
込
み
／
7
月
3
日
b
か
ら
12 
日
d
ま
で
の
間

に
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可
 

  
 サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
で
は
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
有
意
義
な
夏
休
み
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
き
ま
す
。
 

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
 

日
程
／
7
月
23
日
a
・
8
月
10 
日
e
・
26
日
g
・

9
月
2
日
g
の
計
4
回
 

内
容
／
開
校
式
・
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
・
パ
ン
作
り

な
ど
の
お
手
伝
い
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
藤
原
さ
ん
宅
1
0
7
 

 
 
7
4
（
4
6
）
0
4
6
9
・
新
垣
さ
ん
宅
1

 
 
0
7
7
4
（
2
4
）
9
0
2
5
へ
。
 

 
 京

都
府
で
は
、
動
物
に
対
す
る
愛
護
と
正
し
い

飼
い
方
を
啓
発
す
る
た
め
「
人
と
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
府
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人
 

規
格
／
四
つ
切
り
（
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
、
パ
ソ

コ
ン
プ
リ
ン
ト
も
可
）
 

応
募
点
数
／
一
人
2
点
以
内
（
未
発
表
の
も
の
。

後
日
返
却
し
ま
す
）
 

応
募
方
法
／
7
月
3
日
b
か
ら
31
日
b
ま
で
の
間

に
、
作
品
の
裏
面
に
環
境
保
全
課
に
備
え
付

け
の
応
募
票
を
貼
っ
て
、
府
山
城
北
保
健
所

（
〒
６１１
‐
００２１
宇
治
市
宇
治
若
森
7
の
6
）

1
0
7
7
4（
2
１
）2
9
１
2
へ
。
郵
送
可
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
 く

み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、
平
成

19 
年
１
月
28
日
に
開
催
予
定
の
「
第
17 
回
く
み
や

ま
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

ま
す
。
 

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
で

の
作
成
で
も
可
能
で
す
。
採
用
者
に
は
、
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

規
格
／
4
つ
切
り
ま
た
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
（
3
〜
4

色
で
内
容
は
自
由
）
 

応
募
方
法
／
8
月
15 
日
c
ま
で
に
、
作
品
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

同
委
員
会
事
務
局
（
〒
６１３
‐
００２２
久
御
山
町
市

田
新
珠
城
3
１
3
　
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
委
員
会
事
務
局
 

水
中
運
動
教
室
 

ジ
ュ
ニ
ア
ふ
る
さ
と
教
室
 

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
 

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
 

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
 

親
子
料
理
教
室
 

児
童
手
当
の
現
況
届
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
 

説
明
会
＆
登
録
会
 

み
る
く
　
サ
ロ
ン
&
高
校
生
の
 

ふ
れ
あ
い
交
流
会
 

生
き
が
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
を
支
援
 

第
56
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

高
齢
者
の
仕
事
お
こ
し
応
援
 

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
 

障
害
児
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

ち
ょ
う
ふ
 

は
 

田井処理分区（島田地区）工期は、12月末まで 

麻しん風しん混合 風しん 麻しん 

麻しんの予 
防接種を接 
種済み、ま 
たは麻しん 
にかかった 
ことがある 
人 
 
 
麻しんにか 
かったこと 
がある人 

風しんの予 
防接種を接 
種済み、ま 
たは風しん 
にかかった 
ことがある 
人 
 
 
風しんにか 
かったこと 
がある人 
 

麻しん・風しん両方 
未接種の人 
※麻しん・風しんの 
　両方またはどちら 
　かにかかった人は 
　受けられません 
 
 
 
麻しん・風しん両方 
またはどちらかにか 
かった人以外 

就学前の1年間 対象年齢 

1歳以上2歳未満 対象年齢 

条　件 

条　件 

1
　
期
 

2
　
期
 

1415
広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 

72006
July

7月は「愛の血液助け合い運動」月間です。献血にご協力をお願いします。 



      
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
登
録
会
員
が

臨
時
的
・
突
発
的
に
託
児
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る
活
動
（
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
で
す
。
 

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
や
内
容
を
知
り
た
い
人

の
た
め
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
9
日
a
　
午
前
10 
時
30
分
か
ら
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
 

対
象
／
生
後
3
か
月
〜
10 
歳
児
の
保
護
者
で
、
育

児
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
（
お
ね
が

い
会
員
）
、
お
よ
び
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）
 

※
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
5
月
に
受
給
者
の
人
に
送
付
し
ま
し
た
児
童
手

当
現
況
届
を
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
が
あ
っ
て
も
現

況
届
の
提
出
が
な
い
と
児
童
手
当
が
受
給
で
き
ま

せ
ん
。
 

ま
た
、
4
月
に
児
童
手
当
制
度
が
拡
大
さ
れ
、

小
学
校
6
年
生
の
児
童
ま
で
支
給
対
象
に
な
り
ま

し
た
。
所
得
限
度
額
も
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
で
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
7
日
f
・
21
日
f
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
豊
富
な
経
験
や
知
識
等

を
生
か
し
て
、
自
ら
の
生
き
が
い
を
高
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ

活
動
に
対
し
、
事
業
の
拡
大
等
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
 

対
象
／
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
の
う
ち
半

数
以
上
が
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
構
成
さ
れ

る
グ
ル
ー
プ
 

補
助
金
額
／
活
動
に
必
要
な
経
費
（
人
件
費
お
よ

び
食
糧
費
を
除
く
）
 

補
助
限
度
額
／
１
0
0
万
円
 

必
要
な
書
類
／
申
請
書
、
所
要
額
調
書
、
事
業
計

画
書
な
ど
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
7
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
定
年
退
職
後
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
地
域
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
豊
富
な
経
験
や
知

識
等
を
生
か
し
て
持
続
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い

く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
わ
れ
る
仕

事
お
こ
し
を
支
援
し
ま
す
。
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
府
、
町
お
よ
び
関
係
団
体
が
事

業
化
の
企
画
立
案
や
事
業
実
施
を
継
続
的
に
支
援

し
ま
す
。
 

支
援
期
間
／
１
年
間
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
7
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
麻

し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
次
表
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
 

  
           

詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

  
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な

い
社
会
を
築
こ
う
と
、
毎
年
7
月
を
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
募
集
標
語

の
特
選
、
入
選
作
品
の
表
彰
と
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
 

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
20
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

講
演
／
演
題
「
津
軽
三
味
線
に
魅
せ
ら
れ
て
」
　

講
師
　
津
軽
三
味
線
演
奏
者
　
近
藤
桂
子
さ

ん
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

  
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
夏
の
風
の
弱
い
日
に
発

生
し
や
す
く
、
目
や
の
ど
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。
注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
役

場
に
吹
き
流
し
を
掲
出
す
る
な
ど
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
屋
外
で
の
過
激
な
運
動
を
控
え
る

な
ど
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

万
が
一
、
目
や
の
ど
に
刺
激
や
違
和
感
を
感
じ

た
ら
、
洗
眼
や
う
が
い
を
す
る
と
と
も
に
、
山
城

北
保
健
所
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
9
１
3
ま
た

は
環
境
保
全
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
公
共
下
水
道
の
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で
下

水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

            問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

 

 

  
町
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
の
登
録

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

職
種
／
一
般
事
務
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
保

健
師
、
看
護
師
、
図
書
館
司
書
、
調
理
員
な

ど
 

勤
務
地
／
役
場
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
図
書
館
な

ど
 

対
象
／
18 
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）
 

賃
金
／
日
額
5
，
7
0
0
円
（
一
般
事
務
の
場
合
）
、

交
通
費
（
規
定
に
よ
り
支
給
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
付
の
う
え
、
希
望
の
職
種
を
記
入
し

総
務
課
へ
。
 

※
勤
務
時
間
・
賃
金
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
 

   
町
で
は
、
異
世
代
交
流
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

高
校
生
と„
み
る
く
　
サ
ロ
ン
“に
参
加
さ
れ
て
い

る
生
後
3
か
月
か
ら
10
か
月
ぐ
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
や
妊
婦
さ
ん
の
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

交
流
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
高
校
生
を
募

集
し
ま
す
。
実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
り
、

身
体
計
測
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
7
月
21
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
・

8
月
7
日
b
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
・
18 

日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
夢
く
む
ル
ー
ム
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
13 
日
e
ま
で
に

社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

  
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」
で

は
、
夏
休
み
に
小
学
生
と
保
護
者
が
一
緒
に
料
理

を
作
る
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
28
日
f
　
午
前
10 
時
か
ら
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小

学
4
年
生
以
上
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
）
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
0
0
円
 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
21
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、

水
中
運
動
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

実
施
期
間
／
9
月
上
旬
か
ら
平
成
19 
年
3
月
上
旬

の
週
１
回
 
Ａ
コ
ー
ス
：
火
曜
日
　
Ｂ
コ
ー

ス
：
木
曜
日
 
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
〜

10 
時
30
分
 

場
所
／
城
陽
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
城
陽
市
平

川
茶
屋
裏
　
近
鉄
久
津
川
駅
徒
歩
約
10 
分
）
 

対
象
／
50
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
 

定
員
／
１
0
0
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

費
用
／
無
料
（
交
通
費
は
自
己
負
担
）
 

申
し
込
み
／
7
月
14 
日
f
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
国
保
医
療
課
窓
口
と
ゆ
う
ホ
ー
ル
に

備
え
付
け
の
専
用
は
が
き
で
国
保
連
合
会
へ
。

電
話
不
可
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

  
児
童
・
生
徒
が
見
学
や
体
験
学
習
を
通
し
て
町

の
歴
史
や
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
久
御
山
町
の
良

さ
を
再
発
見
す
る
た
め
、
ジ
ュ
ニ
ア
ふ
る
さ
と
教

室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
年
間
3
回
（
夏
休
み
中
の
7
月
下
旬
・
8

月
上
旬
・
下
旬
）
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
 

内
容
／
①
町
内
の
施
設
・
お
寺
・
神
社
等
の
見
学

②
町
内
の
会
社
・
工
場
等
の
見
学
　
③
宇
治

市
歴
史
資
料
館
・
宇
治
市
植
物
公
園
の
見
学
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
無
料
（
資
料
館
・
公
園
の
入
場
料
等
は
自

己
負
担
）
 

申
し
込
み
／
7
月
3
日
b
か
ら
12 
日
d
ま
で
の
間

に
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可
 

  
 サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
で
は
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
有
意
義
な
夏
休
み
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
き
ま
す
。
 

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
 

日
程
／
7
月
23
日
a
・
8
月
10 
日
e
・
26
日
g
・

9
月
2
日
g
の
計
4
回
 

内
容
／
開
校
式
・
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
・
パ
ン
作
り

な
ど
の
お
手
伝
い
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
藤
原
さ
ん
宅
1
0
7
 

 
 
7
4
（
4
6
）
0
4
6
9
・
新
垣
さ
ん
宅
1

 
 
0
7
7
4
（
2
4
）
9
0
2
5
へ
。
 

 
 京

都
府
で
は
、
動
物
に
対
す
る
愛
護
と
正
し
い

飼
い
方
を
啓
発
す
る
た
め
「
人
と
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
府
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人
 

規
格
／
四
つ
切
り
（
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
、
パ
ソ

コ
ン
プ
リ
ン
ト
も
可
）
 

応
募
点
数
／
一
人
2
点
以
内
（
未
発
表
の
も
の
。

後
日
返
却
し
ま
す
）
 

応
募
方
法
／
7
月
3
日
b
か
ら
31
日
b
ま
で
の
間

に
、
作
品
の
裏
面
に
環
境
保
全
課
に
備
え
付

け
の
応
募
票
を
貼
っ
て
、
府
山
城
北
保
健
所

（
〒
６１１
‐
００２１
宇
治
市
宇
治
若
森
7
の
6
）

1
0
7
7
4（
2
１
）2
9
１
2
へ
。
郵
送
可
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
 く

み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、
平
成

19 
年
１
月
28
日
に
開
催
予
定
の
「
第
17 
回
く
み
や

ま
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

ま
す
。
 

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
で

の
作
成
で
も
可
能
で
す
。
採
用
者
に
は
、
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

規
格
／
4
つ
切
り
ま
た
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
（
3
〜
4

色
で
内
容
は
自
由
）
 

応
募
方
法
／
8
月
15 
日
c
ま
で
に
、
作
品
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

同
委
員
会
事
務
局
（
〒
６１３
‐
００２２
久
御
山
町
市

田
新
珠
城
3
１
3
　
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
委
員
会
事
務
局
 

水
中
運
動
教
室
 

ジ
ュ
ニ
ア
ふ
る
さ
と
教
室
 

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
 

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
 

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
 

親
子
料
理
教
室
 

児
童
手
当
の
現
況
届
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
 

説
明
会
＆
登
録
会
 

み
る
く
　
サ
ロ
ン
&
高
校
生
の
 

ふ
れ
あ
い
交
流
会
 

生
き
が
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
を
支
援
 

第
56
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

高
齢
者
の
仕
事
お
こ
し
応
援
 

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
 

障
害
児
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

ち
ょ
う
ふ
 

は
 

田井処理分区（島田地区）工期は、12月末まで 

麻しん風しん混合 風しん 麻しん 

麻しんの予 
防接種を接 
種済み、ま 
たは麻しん 
にかかった 
ことがある 
人 
 
 
麻しんにか 
かったこと 
がある人 

風しんの予 
防接種を接 
種済み、ま 
たは風しん 
にかかった 
ことがある 
人 
 
 
風しんにか 
かったこと 
がある人 
 

麻しん・風しん両方 
未接種の人 
※麻しん・風しんの 
　両方またはどちら 
　かにかかった人は 
　受けられません 
 
 
 
麻しん・風しん両方 
またはどちらかにか 
かった人以外 

就学前の1年間 対象年齢 

1歳以上2歳未満 対象年齢 

条　件 

条　件 

1
　
期
 

2
　
期
 

1415
広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 

72006
July

7月は「愛の血液助け合い運動」月間です。献血にご協力をお願いします。 



          
〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
7
月
9
日
a
（
9
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  
▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
7
月
6
日
e
・
13 
日
e
・
14 
日
f
・
21
日

f
（
4
回
コ
ー
ス
）
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
7
月
15  
日
g
・
16 
日
a
・
17 
日
-
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
 

日
時
／
7
月
7
日
f
・
8
日
g
・
9
日
a
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
デ
ジ
カ
メ
教
室
で
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

           ▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
7
月
11 
日
c
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
19 
日

d
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
25
日
c
　
午
後
5

時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
12 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
7
月
12 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
と
「
映

画
」
な
ど
で
す
。
 

定
員
／
25
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
7
月
7
日
f
・
15  
日
g
　
午
後
8
時
〜
9

時
　
28
日
f
　
午
後
7
時
〜
8
時
（
受
け
付

け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保
 

                   

　
　
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
7
月
15  
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
自
然
や
科
学
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。
今
回
は
「
ア
ン
デ
ス
の
王
者

ピ
ュ
ー
マ
」
と
「
科
学
マ
ジ
ッ
ク
」
で
す
。
 

定
員
／
15 
人
 

  日
時
／
7
月
9
日
a
・
15 
日
g
・
21
日
f
・
26
日

d
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

 

 

 

  
国
土
交
通
省
で
は
、
7
月
を
「
河
川
愛
護
月
間
」、

7
月
7
日
を
「
川
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
 

河
川
は
、
生
活
に
安
ら
ぎ
と
安
心
を
あ
た
え
て

く
れ
る
、
身
近
で
大
切
な
自
然
空
間
で
す
。
 

だ
れ
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

み
な
さ
ん
で
大
切
な
川
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
道
路
河
川
課
 

  
町
で
は
、
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
、
生
ゴ
ミ
を

散
ら
か
す
カ
ラ
ス
や
ド
バ
ト
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
を
6
月
中
旬
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

捕
獲
は
捕
獲
網
を
用
い
て
宇
治
猟
友
会
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
捕
獲
網
と
は
別
に
、
7
月
下
旬
か
ら
8

月
の
間
、
佐
山
向
野
地
区
で
空
気
銃
に
よ
る
広
域

捕
獲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

農
地
の
近
く
で
捕
獲
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課
 

  
国
土
交
通
省
が
お
こ
な
う
「
都
市
再
生
街
区
基

本
調
査
」
の
一
つ
と
し
て
、
国
土
地
理
院
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
、
測
量
を
お
こ
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

期
間
／
7
月
中
旬
〜
平
成
19 
年
3
月
末
ご
ろ
（
平

日
の
昼
間
作
業
）
 

対
象
地
域
／
町
内
の
人
口
集
中
地
区
 

作
業
内
容
／
測
量
作
業
（
公
共
基
準
点
の
設
置
お

よ
び
街
区
の
角
を
測
量
）
 

問
い
合
わ
せ
／
監
理
課
 

  

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
11 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
水
遊
び
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

 
 
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

 
 
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

 
 
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族
や

友
だ
ち
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
ま
た
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
民
プ
ー
ル
を
無

料
で
利
用
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
券
」
を
配
布
し
ま

す
。
 

利
用
対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
　
 

①
4
歳
以
上
中
学
生
以
下
の
人
 

②
小
学
3
年
生
以
下
の
子
ど
も
を
同
伴
の
保

護
者
 

配
布
方
法
／
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
通
っ
て
い
る
人
は
、
各
施
設
を
通
じ

て
配
布
し
ま
す
。
（
配
布
時
期
が
過
ぎ
て
も

届
か
な
い
と
き
は
、
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）
 

配
布
時
期
／
7
月
上
旬
 

利
用
方
法
／
ふ
れ
あ
い
券
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
民
プ
ー
ル
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

   
昨
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
図
書
館
の
学

校
と
財
団
法
人
日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
が
主
催

し
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
を
対
象
に
お
こ
な
っ
た

「
図
書
館
を
使
っ
た
„
調
べ
る
“
学
習
賞
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
受
賞
作
品
（
複
製
）
の
展
示
と
紹
介
を

し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
作
品
を
夏
休
み
の
自
由
研
究
や
学
習

活
動
の
参
考
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

期
間
／
7
月
12 
日
f
ま
で
 

場
所
／
図
書
館
 

作
品
／
学
校
部
門
お
よ
び
公
共
図
書
館
部
門
の
27

作
品
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

※
今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
応
募
期
間
が
10 
月

16 
日
b
か
ら
11 
月
30
日
e
ま
で
で
す
。
 

　
学
校
・
公
共
図
書
館
部
門
別
に
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
8
月
24
日
e
・
25
日
f
　
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
5
時
 

場
所
／
う
じ
安
心
館
（
宇
治
市
保
健
・
消
防
セ
ン

タ
ー
）
3
階
ホ
ー
ル
（
宇
治
市
宇
治
下
居
13 

の
2
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

定
員
／
18 
名
（
先
着
順
）
 

費
用
／
4
，
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
 

受
講
受
付
／
7
月
24
日
b
か
ら
28
日
f
ま
で
の
間

に
案
内
書
（
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
に
記

載
の
申
請
手
続
き
を
し
て
、
受
講
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

  

  町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
に
お
住
ま
い

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
集
い
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
21
日
f
　
午
前
10 
時
40
分
〜
午
後
2

時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
 

内
容
／
児
童
と
の
交
流
・
会
食
・
お
話
等
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
7
月
14 
日
f
ま
で
に
民
生
児
童
委
員

へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

7
月
11 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

7
月
11 
日
c
・
25
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

7
月
20
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

7
月
13 
日
e
・
27
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 

申込は7月1日g

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日）  

10774（45）0002

★対象／町内在住の小学 
　　　　生以上の人 
※幼児は保護者同伴で参 
　加してください。 

★定員／各200人 

★費用／満3歳以上 
　　　　1人300円 
※チケットは7月2日a 
　からゆうホールで発売 
　します。 

1）午前9時30分～11時20分 
2）午後1時30分～3時20分 

上映日 7月22日（土） 

河
川
愛
護
月
間
・
川
の
日
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

甲
種
防
火
管
理
講
習
 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
 

第
9
回
図
書
館
を
使
っ
た„
調
べ
る
“ 

学
習
賞
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
展
 

町
民
プ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
券
 

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
 

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

 

小
学
生
ビ
デ
オ
学
習
教
室
 

 漢
字
の
達
人
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

1617
広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 

臨時休館の 
お 知 ら せ  

ゆうホールは、館内の機械・設備点検のため、 
8月1日Cは休館します。ご了承ください。 



          
〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
7
月
9
日
a
（
9
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  
▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
7
月
6
日
e
・
13 
日
e
・
14 
日
f
・
21
日

f
（
4
回
コ
ー
ス
）
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
7
月
15  
日
g
・
16 
日
a
・
17 
日
-
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
 

日
時
／
7
月
7
日
f
・
8
日
g
・
9
日
a
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
デ
ジ
カ
メ
教
室
で
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

           ▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
7
月
11 
日
c
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
19 
日

d
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
25
日
c
　
午
後
5

時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
12 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
7
月
12 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
と
「
映

画
」
な
ど
で
す
。
 

定
員
／
25
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
7
月
7
日
f
・
15  
日
g
　
午
後
8
時
〜
9

時
　
28
日
f
　
午
後
7
時
〜
8
時
（
受
け
付

け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保
 

                   

　
　
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
7
月
15  
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
自
然
や
科
学
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。
今
回
は
「
ア
ン
デ
ス
の
王
者

ピ
ュ
ー
マ
」
と
「
科
学
マ
ジ
ッ
ク
」
で
す
。
 

定
員
／
15 
人
 

  日
時
／
7
月
9
日
a
・
15 
日
g
・
21
日
f
・
26
日

d
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

 

 

 

  
国
土
交
通
省
で
は
、
7
月
を
「
河
川
愛
護
月
間
」、

7
月
7
日
を
「
川
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
 

河
川
は
、
生
活
に
安
ら
ぎ
と
安
心
を
あ
た
え
て

く
れ
る
、
身
近
で
大
切
な
自
然
空
間
で
す
。
 

だ
れ
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

み
な
さ
ん
で
大
切
な
川
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
道
路
河
川
課
 

  
町
で
は
、
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
、
生
ゴ
ミ
を

散
ら
か
す
カ
ラ
ス
や
ド
バ
ト
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
を
6
月
中
旬
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

捕
獲
は
捕
獲
網
を
用
い
て
宇
治
猟
友
会
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
捕
獲
網
と
は
別
に
、
7
月
下
旬
か
ら
8

月
の
間
、
佐
山
向
野
地
区
で
空
気
銃
に
よ
る
広
域

捕
獲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

農
地
の
近
く
で
捕
獲
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課
 

  
国
土
交
通
省
が
お
こ
な
う
「
都
市
再
生
街
区
基

本
調
査
」
の
一
つ
と
し
て
、
国
土
地
理
院
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
、
測
量
を
お
こ
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

期
間
／
7
月
中
旬
〜
平
成
19 
年
3
月
末
ご
ろ
（
平

日
の
昼
間
作
業
）
 

対
象
地
域
／
町
内
の
人
口
集
中
地
区
 

作
業
内
容
／
測
量
作
業
（
公
共
基
準
点
の
設
置
お

よ
び
街
区
の
角
を
測
量
）
 

問
い
合
わ
せ
／
監
理
課
 

  

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
11 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
水
遊
び
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

 
 
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

 
 
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

 
 
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族
や

友
だ
ち
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
ま
た
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
民
プ
ー
ル
を
無

料
で
利
用
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
券
」
を
配
布
し
ま

す
。
 

利
用
対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
　
 

①
4
歳
以
上
中
学
生
以
下
の
人
 

②
小
学
3
年
生
以
下
の
子
ど
も
を
同
伴
の
保

護
者
 

配
布
方
法
／
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
通
っ
て
い
る
人
は
、
各
施
設
を
通
じ

て
配
布
し
ま
す
。
（
配
布
時
期
が
過
ぎ
て
も

届
か
な
い
と
き
は
、
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）
 

配
布
時
期
／
7
月
上
旬
 

利
用
方
法
／
ふ
れ
あ
い
券
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
民
プ
ー
ル
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

   
昨
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
図
書
館
の
学

校
と
財
団
法
人
日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
が
主
催

し
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
を
対
象
に
お
こ
な
っ
た

「
図
書
館
を
使
っ
た
„
調
べ
る
“
学
習
賞
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
受
賞
作
品
（
複
製
）
の
展
示
と
紹
介
を

し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
作
品
を
夏
休
み
の
自
由
研
究
や
学
習

活
動
の
参
考
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

期
間
／
7
月
12 
日
f
ま
で
 

場
所
／
図
書
館
 

作
品
／
学
校
部
門
お
よ
び
公
共
図
書
館
部
門
の
27

作
品
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

※
今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
応
募
期
間
が
10 
月

16 
日
b
か
ら
11 
月
30
日
e
ま
で
で
す
。
 

　
学
校
・
公
共
図
書
館
部
門
別
に
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
8
月
24
日
e
・
25
日
f
　
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
5
時
 

場
所
／
う
じ
安
心
館
（
宇
治
市
保
健
・
消
防
セ
ン

タ
ー
）
3
階
ホ
ー
ル
（
宇
治
市
宇
治
下
居
13 

の
2
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

定
員
／
18 
名
（
先
着
順
）
 

費
用
／
4
，
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
 

受
講
受
付
／
7
月
24
日
b
か
ら
28
日
f
ま
で
の
間

に
案
内
書
（
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
に
記

載
の
申
請
手
続
き
を
し
て
、
受
講
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

  

  町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
に
お
住
ま
い

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
集
い
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
21
日
f
　
午
前
10 
時
40
分
〜
午
後
2

時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
 

内
容
／
児
童
と
の
交
流
・
会
食
・
お
話
等
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
7
月
14 
日
f
ま
で
に
民
生
児
童
委
員

へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

7
月
11 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

7
月
11 
日
c
・
25
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

7
月
20
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

7
月
13 
日
e
・
27
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 

申込は7月1日g

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日）  

10774（45）0002

★対象／町内在住の小学 
　　　　生以上の人 
※幼児は保護者同伴で参 
　加してください。 

★定員／各200人 

★費用／満3歳以上 
　　　　1人300円 
※チケットは7月2日a 
　からゆうホールで発売 
　します。 

1）午前9時30分～11時20分 
2）午後1時30分～3時20分 

上映日 7月22日（土） 

河
川
愛
護
月
間
・
川
の
日
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

甲
種
防
火
管
理
講
習
 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
 

第
9
回
図
書
館
を
使
っ
た„
調
べ
る
“ 

学
習
賞
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
展
 

町
民
プ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
券
 

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
 

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

 

小
学
生
ビ
デ
オ
学
習
教
室
 

 漢
字
の
達
人
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

1617
広報くみやま 平成18年7月1日 広報くみやま 平成18年7月1日 

臨時休館の 
お 知 ら せ  

ゆうホールは、館内の機械・設備点検のため、 
8月1日Cは休館します。ご了承ください。 



 

  日
時
／
①
7
月
21
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時

30
分
　
25
日
c
　
②
午
前
9
時
〜
正
午
　

③
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
27
日
e
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
12 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

              日
時
／
7
月
17 
日
-
 
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
、
小
学
2
年
生

以
下
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
川
の
流
れ
や
岩
石
、
生
き
物
を
観
察
し
ま

す
。
 

定
員
／
20
人
 

             日
時
／
7
月
23
日
a
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
5
時
　
③
29
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
14 
日
f
・
21
日
f
・
28
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
7
月
16 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
16 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
縁
台
（
し
ょ
う
ぎ
）
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
8
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
28
日
f
 
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
4

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

内
容
／
バ
ス
で
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
と
水
環
境

科
学
館
へ
行
き
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
3
0
0
円
、
大
人
5
0
0
円
 

　
　
（
交
通
費
・
入
館
料
含
む
）
 

  日
時
／
7
月
29
日
g
　
午
後
5
時
50
分
〜
8
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
、
小
学
2
年
生

以
下
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
宇
治
川
河
川
敷
（
向
島
付
近
）
で
、
「
ツ

バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
」
を
観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

          日
時
／
①
7
月
6
日
e
・
21
日
f
　
午
後
7
時
か

ら
8
時
　
②
7
月
16 
日
a
・
29
日
g
　
午
前

10 
時
か
ら
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
で
す
。
）
 

 　
 

 
平
成
18 
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園
（
野
球
場
・

庭
球
場
）
、
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場
（
野

球
場
・
球
技
場
）
、
町
民
プ
ー
ル
前
庭
球
場
 

資
格
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10 
人
以
上
で
構
成
さ

れ
、
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
団
体
 

申
し
込
み
／
7
月
１
日
g
〜
31
日
b
ま
で
の
間
に

総
合
体
育
館
へ
。
 

              
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
 

　
総
合
体
育
館
は
、
定
期
清
掃
の
た
め
、
9

月
26
日
c
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
 

 

                           日
時
／
7
月
25
日
c
　
茶
道
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分
、
28
日
f
　
絵
手
紙
、
29
日
g
　

パ
ン
作
り
、
31
日
b
　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、

午
前
10 
時
〜
正
午
（
4
回
コ
ー
ス
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
す
。
 

定
員
／
15 
組
30
人
 

費
用
／
１
組
　
2
，
0
0
0
円
 

 

                    日
時
／
7
月
11 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
夏
の
お
出
か
け
に
合
う
素
敵
な
、
ネ
ッ
ク

レ
ス
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
奥
谷
昌
美
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
7
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
地
場
産
完
熟
ト
マ
ト
で
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ

ッ
プ
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。
　
　
 

講
師
／
岡
本
幸
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
10 
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ゆ
か
た
の
着
付
け
で
夏
の
装
い
と
簡
単
な

マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
無
料
 

         日
時
／
7
月
25
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
夏
バ
テ
防
止
の
健
康
食
（
韓
国
風
そ
ー
め

ん
）
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

           

   【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

    
      【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

   

小
学
生
工
作
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

漬
け
物（
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
）教
室
 

ビ
ー
ズ
教
室
 

ゆ
か
た
着
付
け
教
室
 

夏
の
健
康
食
教
室
 

 

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体
の
 

登
録
受
け
付
け
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

申込は7月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は7月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

〈6月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 7 6人　 
8 , 5 5 2人　 
8 , 6 2 4人　 
6 , 6 0 2世帯 

〈5月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 6人　 
7人　 
7 3人　 
9 3人　 

（
前
月
比
／
減
１１
人
）
 

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

木
津
川
観
察
教
室
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 

親
子
で
工
作
教
室
 

夏本番、子どもたち待望の町民プールが、いよい
よ7月15日gにオープンします。水の流れる「流水
プール」、すべり台のある「幼児プール」、本格的
に泳げる「50ｍプール」など、子どもから大人まで
楽しんでいただけます。今年も町民プールでお楽し
みください｡ 
期間／7月15日g～8月31日e　午前10時～午後
5時（券売は午後4時まで） 
料金／大人500円、高校生300円、小・中学生200円、 
　　幼児100円（3歳以下は無料） 

＜町民プール前テニスコートの閉鎖について＞ 
　7月1日Gから9月9日Gまでの間、テニスコートは利用でき 
ません。ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。 
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  日
時
／
①
7
月
21
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時

30
分
　
25
日
c
　
②
午
前
9
時
〜
正
午
　

③
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
27
日
e
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
12 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

              日
時
／
7
月
17 
日
-
 
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
、
小
学
2
年
生

以
下
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
川
の
流
れ
や
岩
石
、
生
き
物
を
観
察
し
ま

す
。
 

定
員
／
20
人
 

             日
時
／
7
月
23
日
a
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
5
時
　
③
29
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
14 
日
f
・
21
日
f
・
28
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
7
月
16 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
16 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
縁
台
（
し
ょ
う
ぎ
）
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
8
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
28
日
f
 
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
4

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

内
容
／
バ
ス
で
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
と
水
環
境

科
学
館
へ
行
き
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
3
0
0
円
、
大
人
5
0
0
円
 

　
　
（
交
通
費
・
入
館
料
含
む
）
 

  日
時
／
7
月
29
日
g
　
午
後
5
時
50
分
〜
8
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
、
小
学
2
年
生

以
下
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
宇
治
川
河
川
敷
（
向
島
付
近
）
で
、
「
ツ

バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
」
を
観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

          日
時
／
①
7
月
6
日
e
・
21
日
f
　
午
後
7
時
か

ら
8
時
　
②
7
月
16 
日
a
・
29
日
g
　
午
前

10 
時
か
ら
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
で
す
。
）
 

 　
 

 
平
成
18 
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園
（
野
球
場
・

庭
球
場
）
、
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場
（
野

球
場
・
球
技
場
）
、
町
民
プ
ー
ル
前
庭
球
場
 

資
格
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10 
人
以
上
で
構
成
さ

れ
、
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
団
体
 

申
し
込
み
／
7
月
１
日
g
〜
31
日
b
ま
で
の
間
に

総
合
体
育
館
へ
。
 

              
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
 

　
総
合
体
育
館
は
、
定
期
清
掃
の
た
め
、
9

月
26
日
c
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
 

 

                           日
時
／
7
月
25
日
c
　
茶
道
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分
、
28
日
f
　
絵
手
紙
、
29
日
g
　

パ
ン
作
り
、
31
日
b
　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、

午
前
10 
時
〜
正
午
（
4
回
コ
ー
ス
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
す
。
 

定
員
／
15 
組
30
人
 

費
用
／
１
組
　
2
，
0
0
0
円
 

 

                    日
時
／
7
月
11 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
夏
の
お
出
か
け
に
合
う
素
敵
な
、
ネ
ッ
ク

レ
ス
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
奥
谷
昌
美
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
7
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
地
場
産
完
熟
ト
マ
ト
で
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ

ッ
プ
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。
　
　
 

講
師
／
岡
本
幸
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
10 
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ゆ
か
た
の
着
付
け
で
夏
の
装
い
と
簡
単
な

マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
無
料
 

         日
時
／
7
月
25
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
夏
バ
テ
防
止
の
健
康
食
（
韓
国
風
そ
ー
め

ん
）
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

           

   【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

    
      【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

   

小
学
生
工
作
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

漬
け
物（
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
）教
室
 

ビ
ー
ズ
教
室
 

ゆ
か
た
着
付
け
教
室
 

夏
の
健
康
食
教
室
 

 

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体
の
 

登
録
受
け
付
け
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

申込は7月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は7月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

〈6月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 7 6人　 
8 , 5 5 2人　 
8 , 6 2 4人　 
6 , 6 0 2世帯 

〈5月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 6人　 
7人　 
7 3人　 
9 3人　 

（
前
月
比
／
減
１１
人
）
 

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

木
津
川
観
察
教
室
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 

親
子
で
工
作
教
室
 

夏本番、子どもたち待望の町民プールが、いよい
よ7月15日gにオープンします。水の流れる「流水
プール」、すべり台のある「幼児プール」、本格的
に泳げる「50ｍプール」など、子どもから大人まで
楽しんでいただけます。今年も町民プールでお楽し
みください｡ 
期間／7月15日g～8月31日e　午前10時～午後
5時（券売は午後4時まで） 
料金／大人500円、高校生300円、小・中学生200円、 
　　幼児100円（3歳以下は無料） 

＜町民プール前テニスコートの閉鎖について＞ 
　7月1日Gから9月9日Gまでの間、テニスコートは利用でき 
ません。ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。 
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予　防　接　種 

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  11日C 午後1時40分～1時55分 

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

24日B

健 康 相 談  4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 
 

成 人 歯 科 検 診  
おおむね40歳以
上の人・妊婦 

13日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

6日E

7日F

10日B

11日C

13日E 

14日F

18日C 

20日E 

21日F

24日B

24日B

午前9時30分～11時 

午前9時45分～10時 

午後1時20分～1時50分 

午後1時20分～2時 

午後1時～1時15分 

午後1時20分～2時 

午前11時～11時15分 

午後1時～1時15分 

午後1時20分～2時 

午後1時～1時15分 

午後1時20分～1時40分 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

5日 
（第１水曜日） 
19日 

（第３水曜日） 

12日 
（第２水曜日） 
26日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別
　し中身の見える袋に入れて
　出してください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

13日 
8月4日 

 

14日 

20日 

※1

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

乳 幼 児 相 談  

すくすくひろば（親子教室） 

1 0 か 月 児 健 診  

3 ～ 4 か 月 児 健 診  

パパ＆ママ教室（第1回） 

1 歳 8 か 月 児 健 診  

パパ＆ママ教室（第2回） 

離 乳 食 教 室  

3 歳 児 健 診  

パパ＆ママ教室（第3回） 

2歳6か月児歯科健診 

乳 　 幼 　 児  

 

平成17年9月生まれ 

個人通知が届いた人 

妊 婦 と 夫  

平成16年10月生まれ 

妊 婦 と 夫  

 

平成14年12月生まれ 

妊 婦 と 夫  

平成15年12月生まれ 

生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

満3か月～10か月児
の保護者 

歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

離乳食の指導、作り方の実習と
試食 

調理実習（妊娠中の栄養）、交
流会 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

ことば・しつけ・栄養などの相談 

 
 
室温28℃のオフィスで快適に過ごすための、ノーネ

クタイ・ノー上着ファッションがクールビズの基本です。 
■クールビズなら、体感温度が2℃違います 
温室効果ガス削減のために、夏のエアコンの温度設定

を28℃にしましょう。そんなオフィスで快適に過ごす
ために、環境省が提唱したのが、「COOL BIZ（クール
ビズ）」です。 
ネクタイと上着を脱げば、体感温度が2℃違うといわ

れています。 
■クールビズの着こなしポイント 
「夏の軽装」といっても、ただジャケットを脱いでネ

クタイをはずしただけでは、なかなか様にならないもの
です。 

・ノーネクタイのときのシャツは、 
　襟元がしっかり立つタイプを 
襟の形によっては、単にネクタイをはずしただけだと
くたびれたイメージになりがちです。襟元がしっかり立
つシャツを選ぶと、襟元の清涼感がアップします。 
・アンダーウエアへの配慮もお忘れなく 
ノー上着のときの肌着選びも重要です。半袖シャツの
ときは、袖からアンダーウエアがはみ出さないように選
びましょう。 
■オフィスで冷房温度を28℃にすると 
どんな効果があるのでしょうか？ 
すべての事業所で、夏の冷房の温度設定を28℃にす
ると、ひと夏で約160～290万㌧の二酸化炭素を削減す
ることができます。 
問い合わせ／環境保全課 

10か月児健診（6月12日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

7月のごみ・し尿収集日 
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予　防　接　種 

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  11日C 午後1時40分～1時55分 

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

24日B

健 康 相 談  4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 
 

成 人 歯 科 検 診  
おおむね40歳以
上の人・妊婦 

13日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

6日E

7日F

10日B

11日C

13日E 

14日F

18日C 

20日E 

21日F

24日B

24日B

午前9時30分～11時 

午前9時45分～10時 

午後1時20分～1時50分 

午後1時20分～2時 

午後1時～1時15分 

午後1時20分～2時 

午前11時～11時15分 

午後1時～1時15分 

午後1時20分～2時 

午後1時～1時15分 

午後1時20分～1時40分 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

5日 
（第１水曜日） 
19日 

（第３水曜日） 

12日 
（第２水曜日） 
26日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別
　し中身の見える袋に入れて
　出してください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

13日 
8月4日 

 

14日 

20日 

※1

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

乳 幼 児 相 談  

すくすくひろば（親子教室） 

1 0 か 月 児 健 診  

3 ～ 4 か 月 児 健 診  

パパ＆ママ教室（第1回） 

1 歳 8 か 月 児 健 診  

パパ＆ママ教室（第2回） 

離 乳 食 教 室  

3 歳 児 健 診  

パパ＆ママ教室（第3回） 

2歳6か月児歯科健診 

乳 　 幼 　 児  

 

平成17年9月生まれ 

個人通知が届いた人 

妊 婦 と 夫  

平成16年10月生まれ 

妊 婦 と 夫  

 

平成14年12月生まれ 

妊 婦 と 夫  

平成15年12月生まれ 

生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

満3か月～10か月児
の保護者 

歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

離乳食の指導、作り方の実習と
試食 

調理実習（妊娠中の栄養）、交
流会 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

ことば・しつけ・栄養などの相談 

 
 
室温28℃のオフィスで快適に過ごすための、ノーネ

クタイ・ノー上着ファッションがクールビズの基本です。 
■クールビズなら、体感温度が2℃違います 
温室効果ガス削減のために、夏のエアコンの温度設定

を28℃にしましょう。そんなオフィスで快適に過ごす
ために、環境省が提唱したのが、「COOL BIZ（クール
ビズ）」です。 
ネクタイと上着を脱げば、体感温度が2℃違うといわ

れています。 
■クールビズの着こなしポイント 
「夏の軽装」といっても、ただジャケットを脱いでネ

クタイをはずしただけでは、なかなか様にならないもの
です。 

・ノーネクタイのときのシャツは、 
　襟元がしっかり立つタイプを 
襟の形によっては、単にネクタイをはずしただけだと
くたびれたイメージになりがちです。襟元がしっかり立
つシャツを選ぶと、襟元の清涼感がアップします。 
・アンダーウエアへの配慮もお忘れなく 
ノー上着のときの肌着選びも重要です。半袖シャツの
ときは、袖からアンダーウエアがはみ出さないように選
びましょう。 
■オフィスで冷房温度を28℃にすると 
どんな効果があるのでしょうか？ 
すべての事業所で、夏の冷房の温度設定を28℃にす
ると、ひと夏で約160～290万㌧の二酸化炭素を削減す
ることができます。 
問い合わせ／環境保全課 

10か月児健診（6月12日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

7月のごみ・し尿収集日 
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久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

6月9日、ゆうホールで、町内の3幼稚園と3保育所

の合同防犯教室がおこなわれました。 

子どもたちの防犯意識を高めるため、宇治警察署

員らがアンパンマンやバイキンマンにふんした劇を

演じ、防犯や交通安全の注意点をわかりやすく説明

しました。 

防犯のポイントを学ぶ 

  文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
二

十
九
日
の
早
朝
、
麻
績
宿
の
「
は
な
や
」

を
出
立
し
た
山
田
里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、

善
光
寺
街
道
を
長
野
へ
と
向
か
っ
た
。

街
道
は
夜
が
池
（
聖
湖
）
の
西
岸
に
屹

立
す
る
難
所
の
猿
ヶ
馬
場
峠
を
越
え
る
。

す
る
と
、
眼
下
に
は
池
の
水
面
が
鏡
の

よ
う
に
輝
い
て
見
え
る
。
 

近
年
、
聖
湖
周
辺
に
は
、
ホ
テ
ル
や

別
荘
な
ど
が
で
き
て
多
く
の
人
た
ち
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
湖
の
東
南

に
あ
る
三
峰
山（
一
一
三
一
メ
ー
ト
ル
）

の
頂
上
に
は
展
望
台
が
あ
っ
て
、
日
本

ア
ル
プ
ス
や
八
ヶ
岳
な
ど
の
、
雄
大
な

眺
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

さ
て
一
行
は
、
猿
ヶ
馬
場
峠
を
越
え
、

間
宿
の
桑
原
宿
（
現
長
野
県
千
曲
市
）

を
経
て
稲
荷
山
宿
（
現
千
曲
市
）
に
至

る
。
麻
績
宿
か
ら
は
峠
が
続
く
も
の
の
、

約
三
里
（
約
一
二
キ
ロ
）
の
道
程
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
一
行
が
通
過
し
た
桑

原
は
、
雷
が
鳴
っ
た
時
、
「
桑
原
桑
原
」

と
唱
え
る
と
落
ち
な
い
、
と
い
う
伝
説

の
生
ま
れ
た
集
落
で
も
あ
る
。
 

里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、
稲
荷
山
宿
で

休
息
し
、
中
飯
を
と
っ
て
い
る
。
宿
場

は
江
戸
時
代
初
期
、
徳
川
家
康
の
六
男

松
平
忠
輝
が
治
め
た
松
代
藩
一
二
万
石

の
領
内
と
な
り
、
後
に
上
田
藩
領
に
移

さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
領
内
で
も
重
要

な
宿
駅
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
稲
荷

山
宿
は
、
中
山
道
を
経
て
運
ば
れ
て
く

る
西
国
か
ら
の
物
産
や
、
近
在
の
物
資

の
集
積
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
 

特
に
呉
服
反
物
問
屋
、
生
糸
問
屋
な

ど
織
物
に
関
す
る
商
い
が
盛
ん
で
、
そ

れ
ら
の
品
々
を
納
め
る
蔵
が
次
々
と
建

て
ら
れ
た
。
今
も
街
道
沿
い
に
は
土
蔵

造
り
の
商
家

が
残
り
、
板

壁
、
海
鼠
壁
、

白
壁
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な

意
匠
の
土
蔵

が
往
時
の
繁

栄
を
物
語
っ

て
い
る
。
 

中
飯
を
終

え
た
一
行
は
、

再
び
善
光
寺

街
道
を
進
み
、

北
国
街
道
と
合
流
す
る
篠
ノ
井
追
分
（
現

長
野
市
）
か
ら
、
丹
波
島
宿
（
現
長
野

市
）
を
経
て
、
終
着
の
善
光
寺
宿
に
着

い
た
。
里
さ
ん
た
ち
が
旅
装
を
解
い
た

の
は
、
「
ふ
じ
や
平
左
衛
門
」
方
で
あ

っ
た
。
 

善
光
寺
町
（
善
光
寺
の
門
前
町
の
総

称
）
に
は
、
参
詣
者
の
宿
所
と
し
て
寺

内
に
四
六
の
宿
坊
が
あ
り
、
善
光
寺
宿

を
兼
ね
る
大
門
町
に
は
約
三
○
軒
の
旅

籠
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
近
世
後

期
に
は
東
之
門
町
に
二
五
軒
の
木
賃
宿

が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
善
光
寺
町
の

中
心
を
な
す
大
門
町
は
旅
籠
の
多
か
っ

た
通
り
で
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
諸
国
道
中
商
人
鑑
』

に
は
、
旅
籠
屋
と
し
て
善
光
寺
仁
王
門

前
に
「
ふ
ぢ
や
」
の
名
が
み
え
る
。
 

里
さ
ん
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
善
光
寺

に
最
も
近
い
大
門
町
の
旅
籠
に
泊
ま
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
 

翌
朝
、
天
候
も
よ
く
、
一
行
は
四
ッ

半
時
（
午
前
十
一
時
）
、
善
光
寺
本
堂

に
参
詣
し
た
。
 

そ
こ
で
、
里
さ
ん
た
ち
一
行
が
参
詣

し
た
善
光
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
、
少
し

述
べ
て
み
よ
う
。
 

善
光
寺
の
本
尊
は
、『
善
光
寺
縁
起
』

に
よ
れ
ば
、
推
古
天
皇
一
○
年
（
六
○

二
）
、
信
濃
国
の
若
麻
績
東
人
（
本
田

善
光
）
が
難
波
の
堀
江
（
現
大
阪
府
）

で
得
た
一
光
三
尊
像
を
麻
績
の
里
に
持

ち
帰
っ
て
草
堂
に
安
置
し
た
の
が
始
ま

り
と
い
う
。
そ
し
て
皇
極
天
皇
の
即
位

元
年
（
六
四
二
）
、
勅
願
に
よ
り
現
在

の
地
に
移
さ
れ
、
白
雉
五
年
（
六
五
四
）

に
は
諸
堂
宇
が
整
備
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
 

善
光
寺
の
建
造
物
は
、
草
創
期
か
ら

近
世
に
か
け
て
一
一
回
の
火
災
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
つ
ど
再
建
さ
れ
、
現
在
の

諸
堂
宇
は
、
江
戸
時
代
に
修
営
さ
れ
た

も
の
が
多
い
。
宗
派
は
、
古
く
は
天
台

宗
の
三
井
寺
に
属
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
高
野
山
の
真
言
宗
、
さ
ら
に
寛
永
年

間
（
一
六
二
四
〜
四
三
）
に
は
再
び
天

台
宗
と
、
帰
属
が
替
わ
っ
た
が
、
寺
内

の
院
坊
は
、
天
台
宗
二
五
院
、
浄
土
宗

一
四
坊
に
分
か
れ
て
い
る
。
 

現
在
、
善
光
寺
は
ど
の
宗
派
に
も
属

し
て
い
な
い
が
、
天
台
宗
の
大
勧
進
と

浄
土
宗
の
大
本
願
の
僧
が
住
職
を
務
め
、

同
じ
行
事
を
そ
れ
ぞ
れ
で
営
ん
で
い
る
。

秘
仏
の
本
尊
は
、
善
光
寺
の
所
有
と
し
、

大
勧
進
・
大
本
願
双
方
が
保
管
し
て
善

光
寺
を
護
持
し
て
い
る
。
 

第49回 女たちの善光寺参り（7） 鳩字の山門額 

スポーツ少年団交流会など 
みんなの広場 

アルバイト登録の募集など 

年金制度をお知らせします 
未来のかけはし国民年金 
親子サロン・みるく�サロン 
遊びに来てね！つどいの広場 

INFORMATION

女たちの善光寺参り（7） 
ふるさとの旅日記 

6P

4P

14P

22P

2P

遠
く
と
も
一
度
は
参
れ
善
光
寺
 

　▲善光寺前立本尊 
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あ
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の
し
ゅ
く
 

22この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 
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